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ヒメウラナミジヤノメの変異（第1報）※

2年東田寿霜智1年中田昭徳

森昭典竹中法生

西川略清彦田中茎行

若松尊書、森職那

ヒメウラナミジャ／メ（YpthLma．arg且BB豆tler）妊小型のジャノメチョウ科の1積

で．朝鮮，満州，ウスリー，北支および日本の北海道から屋久島にわたって分布している。蜃児晶

県下でも，きわめて普通にみられ，蘭脛半島では1年に5回（3月下旬～d月上旬，占日下句～6

月，8日中旬－10日）叉は部分的に4回の発生骨くりかえし幼虫で越冬するものキ甑われる3

地味を感じの普通種であるから，一般のチョウ採集の時にはあまりひとめをひかないが，レ1わゆ

る蛇の目状の把紋には変異が多くて，多数の個体を標本箱に並べてみるとなかなか面白いものでち

る。私たちがこのチョウの変異の研究をおもレったったの心も顧問の橋田晴夫先生が畦児島大空の田

中洋氏と共著で出された「庄児島県の喋類」（1962）をみてからで，このチョウが1909窓

および1919宣寸をわち54－． 55年前，となりの畦児島県川辺郡川辺町で採集されて眼紋や前

押長の変異が調べられて品一歩，“50任後の現在，再調査してみると面白いだろう”ともったから

である。また，福田先生によると，昔この研究をされた，当時の川辺中学校の福田卓先生とは，現

在，日本の代表的な遺伝・連化学者として名高い駒井卓博士（京大名誉教授）のことだそうである。

そして，ことの£・こ少は，同博士の「日本の資料を主とした生物進化蛍」（1948）の中にヒメ

ウラナミジャノメの郊長の変異曲線がでてぶり，その産地が．a‘鹿児島県の田舎”と説功きれてい

るので，田中洋氏から駒井博士絶間合わせてもらったところ，次の＝貨の論文の存在が紹介された

わけである。

福田卓（1912）ヒメウラナミジャノメの張紋に就て，動物学雑誌24（280）：d5－7ロ

福田卓（1912）ヒメウラナミジャノメの前麹の長音に於ける変異に就て，動物学雑誌24’（2

81）：151－134

この論文は田中洋氏の御厚意で鹿児島大望医学部所蕨の文献をコピーしていただき，くわしい奇

竃夜頃科が入手できた。
ここに記して厚くお礼を申し上げておきたい。

私たちのこの研究の目標は，とりあえず駒井博士の調査以来54－55年，1dD世代練りを繕

過した今日，ヒメウラナミジャノメの眼紋や前額長がどのように変化しているか，または変化して

いないかを調査し，さらに何年か後にオ5回白の調香がおこなわれる時のために正確な資料を残し

てかくちとにある。
その後は．できたらこの調査にともなって生じたほかの変異の問題まで手をの

戦19d4年鍍日本学生科学研究論文としての研究助成金による研究
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ばしてみたい。

この調査は駒井博士の記録が1909年と1910年の2カ年にわたっているし，年による変化

も考えられるので，すくを． くとも19d4年叙よ1ぴ19d5年の2年間は，おこなわなければなら

ない。したがって，本朝は1944年の調査の一部をまとめた中間報告であれ． 音だこれから調べ

ねばならない点も多レヽとく吃，秋型の標本は原席しめ切り目までに十分調べることができなかっ

た。
これは，さらにくわLh統計的な処置とともに，来年度は「応完成したいと思う。

1材料の採集結果と調査方法

駒井氏の材料はオ1舟に示すとおり，当時の大阪府と鹿児島県下になっているので，私たちはと

りあえず鹿児島県川辺町での採集品と比較することにした。 したがって，“同紐に属する個体は，

総て，径凡そ1里を出でざる地域内にて自ら採集し，且手当わ次牙に摘獲したる者を少’’としつう駒

井氏の文章どかり，昔の川辺中学校（現在，川辺高校）付近および近くの諏訪神社付近で採集した

ものである。

（オ1嚢）駒井氏が眼紋の変異を調査された材料

1909年4825日－5月30日

d月27日－7月15日

9月11日′－10月17日

1910年4月17日－5822日

d月258－7月21日

9月17日－10日25日

（19古谷，11♀♀）計（30）

（3．233，13♀♀）（45）

（4788，37♀♀）（84）

（79古谷，19♀♀）（98）

（85省令，20♀♀）（105）

（95省令，59♀♀）（152），

（サ2菜）駒井氏が前項長の変異を調査された材料

1910年5月11日・－5月15日

7月13日・－7月17日

9月20日・－9月24日

（3733）

（42省令）

合計（37）

（42）

（5733，ちる♀♀）　　　（93）

（牙3表）われわれが眼紋および前蒐長の変異を調べた材料

1944年　　4月19日

7月118

9日　6日・－9日20日

（793番，19♀♀）合計（98）

（‘9省令，31♀♀）（108）

（占う省令，40♀♀）（103）

眼紋の調査にあたっては，春rオ1化），夏（オ2化），秋（オ3化）の各腹代どとに個体番号

をつけ，全眼紋の一一一覧表を作製したがくわしいことは，今年のヒメタラナミジャノメ特集号にゆず

る。なか，このチ轡ウに明確を季節塾があるかどうかはまだはっきりしないが，本報では，厘宜上

春型，夏型，秋型という名称を用いてある〇号た，奄脈によって分けられた篭の記号は，前に駒井

－2－



氏が使用されたものと同じ方式に従ったb

（オ1図）瑠脈と脹紋

良　点　　　　前郊長の測定は・“各個体の右前期を基部より

重　壊れざるよう注意して取放し，解剖顕微鏡の裁物

台なる硝子板の上に置き，之を薄き雲母片にてふ

かひ，其上より両脚規を用いて相の基部より外縁

上の最も還き点（辺縁の毛を加へず比点は外角よ

り常に樹下方にあり）に至る距離を測る。 尚成る

可く誤蘭を遅くる為め間を置きて2回萄測り，尺

度は半粍迄を採る事とせり’’という駒井氏の方法

に準じて行なったが，雲母片のかわり疋カバーグ

ラスを使用した。 ただし秋型のみは，展期した標

本から直接デノくイダーで2回ずつ測定した。

絵札　との調査の行なわれた噴序は次のとか・少である。

rl）材料の採集

r2）全眼紋の個体別」覧庚をつくる。

椅）19d4年轟の各世代（春・夏・秋）の変異や特徴を調べる。 （不安定を脹紋を発にあら

わしてみる。 ）

（4）駒井氏の資料と比較する。

（5）今後の問嶺点を考える。

21964年の個体こみられる変異

fl）すべての個体に共通を眼紋

緬i≡二：

l

（オ海図）

5宅に完全吃連続した大きな眼紋がある。

・3篭に1個ずつ眼紋をあらかす。

前期～4・5号に完全吃連続した大きな隈紋がある。

11垂に完全に連続した2個の小娘紋がある。
2・3賓に1個ずつ眼紋がある。

5・占室にだるま状吃連続した振放がある。

r2）非共通な眼紋（オ1図）

′
′
＝
」
「
′
－
・
－
し

面長
前翔一谷の2篭にきわめてせれ祀′j、眼紋があらわれる。 （211省令のうち春型に2省

令のみ一す約1％）

ノ
1
′
・
～
｝
ヾ
1
・
し

～邦
後

1窒佗しばしば1又は2個のノ1、眼紋があらわれる。 （後述）

4室にまれに小娘紋があらわれる。 r211省令のうち不明瞭を限紋28番9

0♀♀のうち秋型の5♀♀のみ）

－：▼1－



5・お姿昭か在りの眼紋があら才つれる。 （後述）

前期～谷の2・5室にまれに，′j儲紋があらわれる。 （211古谷のうち春型に，4含

～麹後J
－
－
．

・

面秦 省のみ一雨2％）

4室にまれに，小蔵紋があらわれる。 （春型793319♀♀のうち3古谷1

’♀． 一㌢約4％，夏型0％，秋型d38840♀♀のうち48谷7♀♀→約10％）

7亀で春型の13のみ′」、眼紋をあら才つす個体があった0

したがって∴本報でも駒井氏とi司じく最も変異のはげしレ1後趨長面の1宅，5・d室の眼紋のあ

らわれかた，・かよび液相裏面1，．
2，3室眼紋の接続状況の変化（オ4庚）を検討してみたがくわ

しい数値や考察は次号rCゆずる0

（オ4表）1944年産の眼紋の変異
r‾　　　　　　　 藁　　　 面 「 ‾‾‾‾｝盲 ‾－1．‾ 「 ㌃ ‾‾“‾‾‾ ‾‾ ‾

ー i I l 室 眼 紋 5 ，d室眼紋 ‾ 1，2 ，3 窒頒紋

l
なレ1もの　　　 5 d ％ ないもの　　　 7 5ヲ‘ 3 個分散 したもの　　　　　 9 0 ％

軒

日

2 つあるもの　 5 5％

1つあるもの　　 9％

2つあるもの　　 8％

‖ つあるもの 1 ＿7％

2 ，5窒連続 したもの　　 1 0 ％

j

なレ1もの　　　 2 9％ ー帥 もの ‾一 丁 議 圭 高 遠 議 の　 。7％

塾　 ♀ 2 つあるもの　 4 5 ％　 2 つあるもの　 4 7％ 2 ，3寄連続 したもの　　　 4 2 ％

！
主

1つあるもの　 2 d ％　 1つあるもの　 3 7％ 1，2 ，3 窒連続したもの 1 1％

夜いもの　　　 8 2％　 をレ1もの　　　 9 9％ 芋個分醸 したもの　　　　 9．8．5％．．

l
夏

li

谷 ・2つあるもの　 1 d％　 2 つあるもの　　 0％ 2，3 婁達嘩 したもの　　 1・5％

1つあるも輿 ＿　2 ％ l lつ去るもの 1％ 1 ，2， 3 室連続 したもの　　 0％

ないもの　　　 3 7 ％ ないもの　　 1 5％ 3個分離 した もの　　　　　　 0％

巨望　 ♀

l

2つあるもの　 5 2 ％ 2 つあるもの　 4 4 ％ 2 ， 3 宅逗続 し揖もの　　　 9 3％　 r

1つあるもの　 1 1％ 1つあるもの　 4 1％ 1， 2，3 室遠続 したもの　　 7 ％

i
l
信

i
i

I
lti∴

i

ないもの　　　 7 0 ％ をレ、もの　　　 8 d な 5個分段 したもの　　　　　 1 5 ％

2 つ あるもの 1 2％ 2つあるもの　　 4％ 2 ，5 室速読 した もの　　　 8 4 ％

1つ あるもの　 1 9 ％ 1つあるもの　 1 1 ％ 1 ，2 ， 享窒連続 したもの　　 5 ％

l

モ ！

ないもの　　　 5 8％ なレ1もの　　　 2 1％　 3個分葦 したもの　　　　　　 0％

亘 ♀ l

l

．＿u，＿」

2つあるもの　 2 4 ％

1つあるもの　 1 8 ％つ
書

2 つあるもの　 5 0％　 2 ， 5窒連続 したもの　　　 る5 ％

1 つある もの　 2 9％ 1 ， 2，3 窒連続したもの　 5 8 ％

＿，－　　　　　　 ＿＿鵬L＿叫．＿＿，．．・．．＿，一．hh＿、＿′＿．＿・．．．＿．′＿－｛．．，＿．＿．“．．＿．＿．．，－。＿、．．＿．一一＿h＿－＿＿＿ ＿，



椅）右前趨長の変異

（アユ盛り

－　／チ招キ字のお頭腰長の受賞
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測定値を銘になかし，それをグラフであらわしたのがオ2・3図である。 まだ，平均値や偏差値

などの算出をやっていないが，次のようなことが考えられる。

の‘春型では♀の変異の巾が令に比較してせ・圭いが，これは，調香した♀の個体数がすくをいの

で，まだはっきりしない0

（ロ）夏型では♀がやや大きい傾向がみられるが． これも上と同じ理由でさら佗調べてみたh。

H秋型では令がやや大きい傾向がみられるが，さらに調べる必要があるゎ

巨）春型が最も大きく，夏軋秋型の頃庭小さくなっている。 背に章動て糾／、て紙，雪の蔓短rl

差が他の季節より著るIJハ。

－　5　－



31909年～1910年と1964年との個体の比較

ri）娘紋の比較

用すべての個体に共通を眼紋は，全くかかっていない。 ただし，限紋の大きさについては，不

甥。

（ロ）非共通を眼紋のうち，駒井氏が示きれた前麹表面および裏面の1室． 前麹裏面7室の股紋は，

1944年の個体にはみられなかった。 しかし，駒井氏の材料は，本州窪のものもふくまれて

Lへるので，川辺町産のものについての詳細は不明である0

日問題になる張紋忙つレ、ての比較（くわしい数値は，次号にゆずる）は，次表のと厨少であり

あまりかわってh覆しつようだ。

H眼紋の比較の療果． 次のようなことが推定できる。

王）皇室限紋は，特別夜変化の傾向はつかめない。

遭）5・d室眼紋吼18：限紋がすくをくなる慣向がある0（秋型は例外で）

♀：脹紋がふえる傾向がある。

裏　　　　面

1・2・3　隻　眼　紋

変化なし

は，無紋型が

4 年 塵は ，無 紋 が へ 分 離 した もの が減 って 2

皮が す こ しふ えて レ1 が ふ え てい る e

4 年 を杖 ，無 紋 塾が 3 個 連続が へ って 2 個 達

で，有 紋は ほ とん ど

って レヽる 。

えて レ1る 。

4 年 竜 は無 紋 が へ つ 】3 個 連続 が ，か な りへ つ

i
l
ト｝・一一　　一

1 挙　 眼　 紋　　　　　 5 ・‘　 窒

春

型

谷

！

変 化 な し

1 9 4 4 年 産
i ヤ や ふ え て い

♀

1 9 d 4 年 産 は ， 2 つ あ る 1 9 d 4 年 塵

もの が や や 少 ／、よ　 だ 。 って 有 紋 が す

る 。

夏

型
！
l

古

1 9 d 4 年 産 は ． 無 紋 型 が 1 9 占 4 年 産

約 2 5 ％ ふ え て い る 。 大 部 分 で ，有

な くな って い

♀ 変 化 を し

き

1 9 d 4 年 壇

て ， 宥 紋 が す

る 。

I
1 9 d 4 年 覆

え ， 無 紋 が へ

i

i 秋　 令・

l

変 化 な し

！ 1 ［
l

l　 i

i　　 l

1 9 d 4 年 産 は 無 紋 が ふ え 1 9 d 4 年 産

すこしふえてレヽ

有紋がふ

へってレヽる。

i個連続が，40％ふえている。

Lへって，5個分

鹿が，ふえている。

は無紋がへつは個遮転が，へうて，

て，有紋が，すこしらえて

レ1る。

がふえてLへる。

続連選り
．欄

－　6　－
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（身年頭）右前腰壕の九枚（音数合）
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／
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右前麹長の比較（秋型♀）

酌心耳

ヰ

！

ノ
！

！

1

、
＼

一

㌔

＼

ハ
／ 田

田

田

、

じ

土工二二一＿
肯Lbiウ1gさq202！ ぐ研職）
田）1・2・3隻眼紋杖，3個連続したものと5個分離したものがへって，2個連続がふえてレつ

る。
r秋型比例夕正）

は）右前超長の比較
魯
195豊年の測定値から平均や偏差値などの集計がおわっていないので・個体数を％で兵した

グラフから考察してみたレ。

（イ）春型令では19占4生産の個体が． 約1撒大きく在っているが，グラフの形は良く似ていて

巾広い変異を示す。

（ロ）夏型谷でも19d4年の個体が約1叩大きくなっている。 しかし，グラフの形は良く似てい

る。

H秋型谷♀でも1944年の個体が大きくなっているが，寿・夏型に比し約1．5硯鳳ぐらいの差

ができている。 ただし． 秋型の測定にあたっては，切をとりはずすことなく，展額標本で，測

定したためかもしれないo

桔軋19d4年の個体の前項長府∴1910年の個体に比べて約1孤耽大きくなっていること

がわかった。 これが19°4年だけのことかどうかは今年度中昭埠決したレ1。

4今年度の調査計画（問題点）

rl）19d5年の川辺町産の個体を今年と同じく採集，調査する。

ほ）標準的な個体および変異のいちじるしレつ個体の写真集をつくる。

f3j駒井氏やほかの人の資料からとかく練れた本州産の個体との比較をする。

トl）川辺町に近くの加世田市渡，分よび尾久島寝の個体などと上壊変する。

に）さらにくわしい統計学的を資料を作製するe

潮変異が卦こる原因を考え，それを調べる方法を見つける。 （飼育など）

萄50牽後のオ3回日の調査・つために，すべての資料を集録した報告書（‘‘まのせ’’の樽別号）

を作票・印刷する。

－8－



校内植物群落調「査

2年

伊東豊子尾辻文子久米のり子

清水茂子森永真理子鮫島照子

伊藤賓理子

はじめに（目的と調査方法）

群落の遷移． つまり我々の場合は三ケ月あせりの蔑レ1期問であったが． 一応校内の雑草について

遷移をみてきた0ねらい軋土を耕した所の雑草のはえ具合はどうかということと，もとから生え

ていた雑草についてその変化はTという比較であった。 そこで1m平方の方形わくを三区域に設け，

下のA，苛，Cの如き場所で観察した。 但し，Aは土を耕し，B，Cは自然のせせの区域を示して

いる。区域の場所と刊担者は下のとおり。

A，Bわく…………二年二組の南側の窓のところ。 日当たりがよい。

A：尾辻文子，久米のり子B：滑永茂子，森永真利子

・Cわく‥・・…‥・……・・化学宅の東側のところで，やや日かげぎみの湿地

伊東豊子，伊藤真理子． 鮫鳥照子

1）被度各種植物の占める割合を，破産見取図（後出）から算出して六段階に分け，これ

らを％に直したものが，いわゆる硬度である。

その六段階は下のとお・り。なか相対値は破産dのものを100％とした。

1

∴、一十「、－． 日

2）密度植物の本数をあらわし，その相対値は，調査日毎に最高本数の種類を100％と

してあらわした。ただし「Cわく」のみは，密度100本のものを100％としてあらわした。

3）高さ種類毎に中程度の高さのものをもって測定しその調香日中最高の高書のものを，

100％として高さの‾相対値をだした。 ただし「Cわく」に別（ては，25仇高のものを基準

（100％）として各個対値を算出した。

4）垣占慶指数上の3相対値の平均を各種毎忙算出して得た数を指数として，その調査日

におレっての優占種をきめてみた。

5）その他わく内雑草の開花，種子成熟など気付いた変化を備考として記録したが，これはきわ

めて不十分な調香に終った。
eる）調奄基射景1944勾三4日25日から7月14日までの間に7－9回にわたっで浄こな

った0

－9－



調査成績の記録（′茂1？ 占，図1～2）

ヤ1表

雑　草　名！ 雑　草　発　生　密　度　調　査　（Aわく）一

ニシキノ　ウ

ここワホコリ

メ　ヒ　シ’ノく

了オガヤツリ

マツヨイグサ

トキンソウ

カ　タ　ノく　ミ

コニノキクサ

コミカンヅウ

トキワハゼ

ザクロノウ

ナ　ズ　ナ

ハマス　ゲ

コニシキノウ

ツ　メ　ク　サ

i
ト

，】1
1ナ・・・・t． 一

．
・1二、、「

－．

ヱ占39j4ヌD
lll‾一一の‘▼‖lつ‾l、ぐ‾111－‾こ‾′・

言． ・∴・・・． ㍉

／

‥・　　　・‥　　　　　ノ

言　二∴言一三‾

＿　　　　　　′・・こ　　十、　十

・サ・－　よ一一り＿～　▼． 享▼‖　言

ワ

ふ　　　・了⊥‥、了1瑞ブ・、丁・’

・．・　－‾」∴Jlご

苛ユ
ーl－、…‾l一一1－1‥・－－1▼、Il－Lr一、Iu・J

・・言3、才㌦ヂ∴辛∴：‘一㌦了

33． ’3
－－一一・J1－－FllJ卜一一‾‾－－て）

・一一　　・一

．
：：．Jしこユ　　　　　　　　　　　　　　・∵、－1　′

、一二二Pii．
－　　　　　．

．

－11〕－

1－・－l：ll

叫は　開花初

占／川　開花初

る／1d開花初

7／1　開花

占／1d　本葉数10枚

d／14　本素数25枚

d／1d　開花初

開花初
赤　変
枯死多数

d／占　本妻教10枚

d／1占　本素数9枚

熟成
子
尊

・
f
l
・

lシ



ハ　マ　ス　グ

ッ　　メ　ク　サ

スズメノカタビラ

メ　　ヒ　シ　バ

コニシ　キノ　ウ

l－

トJ

l　オ　オ　ノく

ス　ベリ　ヒ　ユ

ニ　ワ　ホ　コ　リ

コミ　カ　ンソ　ウ

ザ　ク　ロ　ノ　ウ

ナ　　ズ　　　ナ

ト　キ　ワ　ハ　ゼ

（Bわく）

一　、

㌧、∴ノ

雑　草　発　生　密　度

〕了、・∴∴∴∴・

．
十． 一一一！こl穴ごて1．．

一・二一・一1
J

守、． 丁‥ご一丁J、． j一十一言． こ享一二∵

・、一、√、∴了十一予∵了了、∴

4
、：∴　∴‥dl　。ユさ　二二　、千． ．

、．

一

…＿．
・‥…l・．：圭．．

ご．
JC・・∴・′、． ∴

J

∴十　∴了∴ごっ十・二・㌔三

チl　二∵　∴∴∴　∵　＿．
‾

「、－＼‥ニー、

・‾　∴∵∵∵∵　こ

Jl∴． ∴‥＿・

7

・‥l一・一　　一〇一一・一▼・一一“一一一

“

－；

レち0～占．布　開花初
／8－
／1d～

†芸ク；誓d／8

‘千二二プ；＿

開花柊
成熟期

開花終
成熟期

開花嘲
成熟胡

ld／16－開花初

id／1d～成熟期

∴圭子二二

I5／25一一開花初

（y2～占／8開花初
憬‡。霊クは悪霊

f㌶二d／1d耶初
成熟瑚

（鐙。ニ＞8

軒数

謝花碍
成熟瑚

開花初
開花柊
成熟瑚

考



ニノ　b　ア　叶　　　　　　＼　：

アオガヤ　ツリ

調　査　月　日

オ3表

－
－
匝
－

i
L
l
t
．
」
　
　
　
F
．

1

ノ

‥・一、11ニー一－1、

、一　一一一

・・∴ニー

、∴
：・二、°・二．．㍉’・・．
」ムノ′ノ ＿担

0上に述べた雑草の他，イヌガラシャオヒシバ等がはえてきた。

0途中マル印のないのは調香もれ07／14以後は調査打切りe数字は発生本数○

○急に数が減少したところは枯死したものを除外したためである。

▼F」恒＿．．
＿一一F．－

ト

瑠＝ 由花初
開花柊

雑　　草　　名

ヌ　　　カ　　　が

コミ　カ　／ゾ　ウ

カ　モ　ジ　グ　サ

オ　オ　ノく　コ

ハ　ハ　コ　グ　サ

ホ　ウ　セ　ソ　カ

ヨ　　　メ　　　ナ

オオイヌノフグリ

雑　草　発　生　密　度　　（Cわく）

彫工一一一一

llこ

考

5／29　磯が出ていた

一こ‥…∴－－1・－1－－　‥二∴・一一…　　弓三∴言＿二㌦

二・二一∴二．
、

一一一－－一一一〇－一一

3　　子　・子…尋‾　Cノし・・∴‘・

・広・・：：ざ・ごブ・…尋二、、：、‾l
；ゴ　ー」　　　　　　　　　　　i

二∴・・一一ソ二三IJ　　　　∴　二． －‥　了l∵y‥∴二）、・〔∴

f鐙5票ク芸；
開花瑚聞
成熟期

4／25～5／2　　開花胡問

f4／芸完5／2
開花期間
成熱していた



キツネノボタン

トキノソウ

ツボスミレ

エノキグサ

メヒシ′ノく

コニシキソウ

ハマス・ゲ

トウバナ

l
酪トキワハゼ

l

スズメノカタビラ

スズメノチッポウ

カタバミ

キこ／ユウスズメノヒこし

調査月日

．

1・二　　　　・一

ト　・＿∴・∴・了　・、． 一　・　、’

＼ノ

！ ＿！ ユ　　　　　＿二　　　　　　＿＿2　　　　　．⊥　　　　　！

・‥　　　二’－、：　　∴・・・　．・・・　！

ヽ　r　‘ノノノ

．

∴∵＿ご・∴

つ

∴、∴、、‥・

∴－・∴、．．
・・・一言

一

　

一

二二　　　　・　　・　　　　　　　、・・　　・

十　・°　・　∴　　　・

二． ・　　・　　　∴

．
・． ∴　　∴　　二・　二「．

－。二ざ　　　シ三1 ．．

－1　・・・一一

〇ノメクサ舶貨占樺と見られたが密度調査が困難のため本表から除いた。

チド∴グサ射司預を理由で除外した。

4／25～5／2　開花期

5／29 穂が出ていた

4′／25－5／29摘花胡

手篭宍5～5／29
鋤∈瑚
成熱していた

了′鑑5／29勒胡砲が出ていた

・三三、∴／一一

巧岩5／2

開花期
成熟胡

制花瑚
成熱していた
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i＼、＼　　項目

t1．

ザク　ロ　ソ　ウ

ハ　マ　ス　ゲ

‥

員

＝

対　　　　価

「汽沌「「
83．5！

ワ　ホコリ　！ 16．7

メ　　ヒ　シ′　バ

アオガヤツリ

1血7

15．7

マツヨイグサ　　1（～． 7

エノ　キグサ　　16．7

カ　タ　バ　ミ　　15．7

コミカソノウ

スべリ　ヒ　ユ

ト　キン／ノ　ウ

ト　キワ　ハゼ

コニシキソウ

ここ　シ　キ　ソ　ウ

ナ　　ズ

16．7

15．7

1占． 7

1る． 7

1占． 7

16．7

（2250本）！

41．0

0．5

高さ

」警相
湾岩

－、‾．1．‾l’’‾㌣‾l‾‾‘‾
35．4

75．7

10　0

（8．5cm）

1．7；　70．8

0．7
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0．1

1、2
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d Z S
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l Z　7
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7．1
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1．2
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メヒシバ「33．4
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ナ　　ズ　　ナ

ツ　メ　ク　サ

オ　オ　ノて　コ

トキ　ワ　ハゼ

コきシキノウ

エノ　キグサ

アオガヤツリ

1d． 7
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むすび上記の各表からつぎのような事項がわかる。

rl）ABC3わく内の椎茸の種類は30櫓に達している。 AB両わくでは各15種の革が見られ

るが，夏1年革が9～10種で多年苺は3穏程である。 Cわくでは24種であるがその半数はA王3

わく中の種類とは別種である。そして憂1年革は8種になり，多年草はる種にふえてレ1る。

r2）となり合って設けられたA王3両わくであるのに，（a）ニワホコリ杖Aわくでは発生個体数

が少数であるれBわくでは5－7倍も多数発生しているのが目立つ。 ru）ザクロノウはAわく

で断然多数の発生が見られるのに反しBわくでは4－5分の1程度の数である。 cc）トキワハゼ

の発生本数はちわくの方がAわくの2倍以上になっている。 r且）これらの差は，はじめから種子

散布数に差があって生じたものとすれば当然と考えられるが，或いは発芽生理が立地条件に影響さ

れた為かも知れをい。Aわく技士を耕u除草し土をふるって整地した裸地にした所であるが，Bわ

くは自然のませの場所であったので，原因がいずれであるか今後の問題として興味がある。 （e）

ザクロノウが7月中旬には，Bわくでは殆んど枯死してしまい少数が生存をつづけていること，ま

たコニシキソウはd月中に，Bわくで半減し，Cわくでは激減しているが理由はわからぬ。

r3J各わく内の優占種はどのように変ったかを指数を基づいて辿って見るとまずAわくで杜，ザ

クロソ‘ウり、マスゲ・ニワホコt「などが1月半つづいている。 メヒシバは次位であるが指数が漸次

上昇してレ、る。ちわくでは，ニワホコリ・ハマスゲ一一やスズメノカタビラ・トキワハゼ・ザクロ

ノウに移ってきている。Cわくでは，優占種はツメクサでこれに次ぐものはハマスゲ・オオ′くコ・

・－ラオオバコ・ハマスゲとなり，キシュウスズメノヒエ・ヒメムカシヨモギなどの指数が上昇を

示してレヽ右。

附記この調査の基準として方形わく作りその他に2年男子部員がよく協力してくれた。 又調

査は1学期末で中止したが，盛夏かなりの時間と努力忍耐が必要であったe今この成績をまとめる

に当って，あらためてわく内状況を見ると，枯死したメヒシノミなどが全面を被い，半年前とはずい

ぶんちがった様相をしてレ1る。これを見る祀つけ，思い切りずっと観察調査をつづけていたら1在

間の変化がくのしくわかったろうにと惜しし、気もする。

科学者や歴史家が確かな証拠のある事実の蒐集を通じて，一切の論争問確を一挙に解決するよう

な知識の十大集成を作り上げる日を望み見ていた19世紀は遠くなったものであります。 今日では

一つの断片的な仮説からもう一つの断片的な仮説人と次牙に進んでいこう，自分の解釈によって自

分の畢寒を取り出して行こう，自分の解釈を自分の事実でテストしよう，という造かに謙恵を希望

しか持っておりません。
科学者の研究法を歴史家の研究法も私には根本的に遣りとは見えないので

す。～E． 誓．力一著「歴史とは何か」（岩波新書）よりl－

ー19－



イネ科植物の花穂はどこからぬけるか

2年浦庄一祇‘上村信子

迫田裕子外因倶子

∴栗毛野とし子

rl）稲科植物の栂を引っぼればぬける。 これはどこから，どう′いう任

務で揺れるのだろうか。こん夜ことは別に気にとめるまでもないことか

もしれないが，考えてみると興味の深いことである。（例えば麦笛を作

る時ツバナ（チガヤの幼租）をぬく時）われわれは，この科の植物若干

につし1てこの調査を試みた。すなわち喝類ごとに礪茎の長音や，時かこは

砲の幼老別に静かに引っぼってぬレってみる。ぬけたらどこからぬけたか

を，頂類別に調べて．妾しょうに包まれた節の上方何m振りところで切れ

ているかをはかってみた。その結果をグラフに示すと次のようである。

r2）調査成績（グラフI－Ⅴ）

工　各種の生成帯の比較
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（3）結果の考察

A． 分級点の位置について

1）種類により分離点の位置がちがっている。 例えば，トダシバは5mのところが最高で，キ

ソエノコロは8間丸のところが境高になっている。 （Iのグラフより）

2）廟茎の長さと分級点の位置の節上の長さの相関がある。 ノビ工は1mのところから15棚

のところに幅広く備関がある。 （Iのグラフより）

3）分離の幅の変異はそれぞれにより，異なってくる。 例をあげると，メヒシバ吐1mのとこ

ろから，14棚のところまでrC平均してあるの祀対し，トグッノくは1棚のところから． 占籾

のところが最も多くなっている。

4）分韓の中心部というのが見られる。 上yC剥げたのと大体同じで，トダシバが1粗のところ

からム徹鳳のところに中心部があり，ニワホコリが，0．5mのところから，4箭取乃ところで中

心部が見られる。

藁グラフによれば比較的狭い範囲の中を中心として，多くの個体の分雅がみられる型（トダシノく）

と，分饉点が広い幅をもち中心部が吐っきりしない型（了キメヒシバ）に，分けられるようであ

る。

B． 分塵点の仕組について

引っぼれば抜けるというのは，その部分の細胞組紋は永久組織に比べて結合力が弱いはずで

あって考えてみると，この科の植物の茎は節直上部庭伸長する生長帯があれこれが老熟する

にしたがい，活動按漸次かとろえて，細胞分裂をしなくなれば，伸長はとまる。 ノビエの1例

でみると，出穂中の各時期は分級点が1～10mの問にあるが，′j、穏（果粒）の脱落したもの

で1－4mの間にちぢまっている。 これは． 分裂が節成近づいて来た為であろう。 なお，成横

にかもだして夜いが，オヒシバなどは，吐じめから，きわめてぬけにくいものであった。

（備考）この調査受用レった材料はすべて本校附道の野生種で1954年d日中下旬（ニワホコリ，

オビシバ，ノピエの1郡，キツネガヤ），10月中下旬（トダシバ，キンエノコロ． アキメヒシ

バ，ノビ工．ネズミノオ）に調査実験したものである。

科学は芸術と同じように，伝えること学ぶことのできる部分，つまりレアルな部分

と，伝えること学ぶことのできない郡分，すなわちイデア＿－ルな部分とかち成り立っ

ている。（ゲ「テ）

k：巧∠ン亀タもクもクもクもクもクもクもクもクもグれク顎ク亀ノフつ

ーz3－



薩　摩　の　植　物　方　言

2年2紐薫校章書

克己ろテレビやラジオで国籍不明の珍造語が氾濫しているれ私たちのせわ恒Cはそ元を出鱈目

な語でなくレッキとした意味があ少生活と密接な関係のある時にはユーモラスを名の檀物方言がい

ろいろ残ってレ1る。しかしこれらも世代が変わるにつれて忘れ去られてゆく傾向にある。

、庚食々の祖先が過してくれた焦形の遺産調べてお・くと又，何かの折にでも覚えて去バハて役にた

つのではなかろうか。そこで－4草生全員に3回程部落の古老やノく7サンに根はり葺は少ききだして

もらったものを資料に整三塁してみた。裔地名の略字沈下に示した凡例のとおりである。

方言名はほぼ五十膏頃に紀列した。

く地名＞伊‘一伊作田一円布旋・阿一阿多か加世田市益一益山内一内L白田

万一万世′J、－′ト漢舞一舞敷野津一津貰久一久木野大一大浦

方　言　名 和　　　　名　　　方言使用地　　　　　備　　　　　　　　考

アミクサ　　　　　　　ヂシノくり　　　　　　　阿

アミノッ

了ッガレノてナ

アップッノタバコ

7㌧／ビラッ

イソゴポ

イピタノ　ッ

イボンクサ

イモノくナ

インコタ　ブ

イソサカッ

ウシクノしシ′

ウシ’ピタ

ウシポチ

ウクッノブ

ウマガラシ

ウノマ／ドッ

オカビノッ

オトンポ

カゼクサ‘’

イヌマキ阿

クチナ．シ′」、浦

オオバコ大

アケビ東年来

オイランアケビ野間池

ネズミモチ小

タカサブロウ万

ダリア出水

イクビカズラ阿（白川）

ハマヒサカキ阿

ハイキビ4、

ミゾソノく′ト

ミゾソバ津

タブ阿

キツネノポクソ田r高橋）

キンポウゲ田r大野）

コノくソモチ，モガシ阿

ヤマビワ団（馬下）

オヒシバ阿（白川）

一芸弘一

網の目のよ射てひろがってはう。

飴（アメ）のよう覆粘異な赤い実

果実をアカギレもてなす少つける。

又，サロ1チールの代用か知れない

が，運動会の前項rC足のふくらはぎ

に塗りつけることもある。

茎の汁をイポにつける。

垣根に多． く見られる。

ウツコロシの靴か。

ウシのヒタイの意味であろう。

妻の形がよく似ている。

ウは大木になるという意味。

毒草である。

午の飼料にもする（若葉を）

田植え踊りのときの長刀（なぎなた）

の柄に使う。



カエクサ

カワガライモ

カワアズッ

ガンタグサ

カソナレンツ　メ

キンネンガラメ

クロイゲ

ケイロー

ココノッノくナ

ゴトカズラ

ケサバナ

コクヮ

＝Jロビ

サイトモコポシ

サレン′ノバ

サガイグノ

ブ／ガラノ　ッ

シンダラメッ

スイコップ

ソデキッ

クウフズブ

ダイコソソウ

チャンコ

ツ　ン′一ヒン′

ツノコナニ／カッシ

ツメ　ラ：／

テパレオユ′ジョ

トイノック

ドニLユイ

ドッグサ

ナッ

ネコノシャミセソ

ネコンクソノッ

ネコンチチ

ナノナ

ミ：′ソノく

ミブリバ

クコ

コモチシダ

ミズスギ

ノブト’ウ

ノイバラ

リュウゼッサイ

グラジオラス

セン′二二／ノウ

ヒガン㌧べナ

ネムノキ

プチクリ

ハマスゲ

クマタケラン

ツルグミ

コガクウツギ

シダ類

ナシカズラ

サトウモロコシ

ノ、ソゲシ′すウ

ノカン∵′ウ

ツワプキ

ャブニッケイ

カソコノキ

ツメレンゲ

ムサシ′アブミ

ホシクサ

カノコユリ

ドクダミ

コナギ

ヒ　メコノミン′ソウ

ナギ

クコ

レンゲソ　ウ

田（高橋）

阿

川内

阿（白川）

津東市来

′J、

サツマイモの薬に似る。

薬木である。

ガンクはアバクの意か。

カミナリか。

キツネノブト’ウ

クロは睦か。 イゲはトゲ。

加（高倉）r武田）鶏のえ享に栽培。

阿（白川）

・」、

出水

舞

中

内

大

大

河（白川）

指宿

津

阿（白川）

阿（白川）

枕崎r金山）

加（鉄山）

小

ノj、

津，大

加（高倉）

田（高橋）

内

呵

／ト

内

阿（白川）

H（高橋，池辺）

川内

－25－

花の数が9個位。

ヒガンのころ咲くから僧の袈

裟略結びつけたもの。

合歓からきたもの。

根茎が小芋である。

にぎりめLを包む。

グミが垂れてレ1る。

芯が中空。

果寒を冬に食べる。

臭h草

根の形からか。

ツワノコのこと。

ズイの中の虫をツノコという。

それを′j、鳥がつつく。

碧などに生える多肉植物。

土用の入りか。

たぎ。

環形から。

二果寒の臭み。

果形から。



ハイセンダサ　　　　キシ′ユウスズメノヒエ　阿　　　　　放戦後目立ってふえたという。

ハナガラ

ノ、ナグロ

とヒ∴／ダキ

‘Tノ才ゴノてナ

∴∵／ボン′

√クイ

ミ　ッカノてナ

ミ　ッコシシバ

ミ　ソポシ

ミソダラ

ムカデノくナ

メ　メジログサ

モチツナギ

ヤイノミカン

ヤクサ

ヤマショッ

ヨ　ツへゴ

ヨツテクサ

ジジガッ

ウノマニ′サトキッ

ネブイタロ

テノ、レゴ／ゴン

ツこしクサ

ツルウメ・モ・ドキ

ヨ　シ′

アマリリス

センニチコウ

カイジノソウ

バクチョウゲ

バてヒサカキ

ホテイアオイ

ユキノシ′タ

ノコギリソウ

チドメグサ

エノキ

コミカン’ノウ

ヤハズソウ

セキショウ

ホシダ

ミブシダ

ノイバラ

チガヤ

ネムノキ

ムサシアブミ

大　　　　　大浦の方言か疑わしい。

′ト　　　　　牛の鼻輪（ハナグシ）につか。

加（高倉）程を切って茸笛をつくる。

謀J

渾

l・‾jヽ

軍

門，小

小久

駆虫薬に塙うる海草。

花が早く落ちやナレ、D

ウキクサともいう。 （阿）

中耳炎（初期）の治療に用いる。

阿

阿（白川）

伊（和田）正月15日にエノキの先にモチをつ

内をぎメノモチとする。

益薬を裂くと矢の形になる。

小

加（内布）

′J、

加（鮎川）赤い実のことをカキというか。

阿砂地に多い。 地下茎をしゃぶる。

津．久

津

上記方言名はまだ本県植物方言集などに出てレ1ないものだけえらんでみたもので，材料は1年生全

員の採集げCよる。 妹に外聞梅子さん（小湊）や有薗秀子さん（白川）は数多く集めてきてくれたの

で参考になったことを付記しておきます。

生物部誌紹介（1）生物部誌オ5号（19る3）福岡県立′ト倉西高校

88貫の大冊であるが，半分以上はレへわゆる’‘実験書’’lてでてくるようをものであカ，ほか

「－「軋音の卦彗」とか「人の遺伝」とかいった“． 参考書”から引きだしたようたのも含まれて

．・1る。そノノためか，ノ主般由に迫刀がないが，昆虫訃録骨腹かの採生記など教みるときすがに5

ノこてンプさ行1才エムだけの刀からる走と思う。 「他校生物部探訪」という読物は面白かったっ

（晴）

一雄－



フ　タ　エ　オ　シ　ロ　イ　バ　ナ　の　開　花

2年1姐　久米のり子

2年3潤． 清哀茂子　　森元票利子

フクエオシロイバナ三・もひじょうに珍しい茸音韻で，昭

和のはじめに東京で発見され．昭和d年に学界璃召介ま

れたといわれ，普通のオシロイノミナと比較すると竃が大

きく花弁のように色づレってレ1て，二重の花になっている1

たまたも生物室の前の花成に檎えてあり，つぼみをいCこ

っげいつけていたので，ある特定をものレCついて，写生

して開花の状態を調べてみました。

0開花の状態
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＝司り日（鴫）7；の

○調査の結果，気づいた点として． 3日目境から，すでに苛の部分が色づきはじめ，がくが，出

てきてから一週間位で開花する。特定の花三つにつレって調べたが，他の二つについても同じことが

言える。開花時間は10月で札だいたレ112時間位で，夕方の4時頃から咲きはじめ，翌朝9時

頃瓜吼しぼんでしまうらしい。 そして花は1回開くだけで，それ以後杖し富んでしまう。 開花し

てから，4・5時間位でがく筒が折れて，8日間位で壱だけになってしまった。 それ以後の8日

間は去り変化が見られなかった。果実異変杖がくの開花以後，20日以上たっても見られなかった。

この次，フクエオシロイノくナを観察する際は，受粉が虫によって行なわれたか，あるいは風である

カ㍉そして種子成熟の所要期間をもっとくおしく調べてみたいと思う。

生物部誌紹介（2）　LEBEN　牙d号（1954）東大生物研究会

初島博毒の「分類学と生態学」を巻頚に，諸島山のカミキリムシ，屋久島のガ，種子島のト

ン7好，諸島山と屋久島のチ了クなど昆虫の採集記録が多い。内容のかたより方杖ともかく，各

報文がガッチリと記録されているのは昆ならってよいところだ。4d貫（晴）
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ヒ　ガ　ン　バ　ナ　の花　巻の　伸　長

1年1組赤崎厨子志摩ム、ソ子

伸びの早いヒガンノくナを見て，レ1ったいどこが一番よく伸びるのだろうか，また何日日頃が一番

生長が盛んである九とい㌢ことに興味を持ちこの観察を始めた。

5個の球根のうち1個は生長計を侵しへ． その他の4個はものさしで測った。 しかし生長計の方は

知識不足で途中花の方が伸び過き嘲れなくな失政に終った。 しかしながら，他の4個は簡単を観

察ではあったが次のような結果が出た。

生長曲線と増分曲線

／

′
／

㌣
l
t
．
．

1

　

．

．－1
．
．
．
．
．
．

－
．1．．

－
．

－

L

．

′‘’

／′／／′／二

′ノ

∧
／

＼
＼
、
′

＼

＼
～
、

／

へ
・
ノ

＼
・
、

ヽ　　　　°

一． 一′▼一lhL・、J h
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0ヒガン㌧べナ（ヒガンノくナ科）

1＿材料

加世田市武田で魂曙採集

19d4在9月108

0鉢（3個）生長計ものさし

デノてイダー

2．方法

5

二：

の鉢にA～Cまでの番号を記し，

1鉢につき球根2個ずつ構え，

そのうち5個を観察する。

（可2鉢を窓側に置き1鉢は中央

の机に置レ1て，毎朝8時50分

と放課後5時に観察する。

9月12日－19日まで観察

．
観察してわかったこと

（1）S字型の生長曲線を描く。

4C方位から40C抑位までが一

番盛んで花が咲hたら止まった。

ほ球根に克レ1茎と，花に近い茎

が一番よく伸びる。

◎この頓は約1P陣の筒車をもの

だったが，骨董べたよ久′己′英語

が使えず隼念だった。年．∵∵ニアリ※

な実額が行なわれる時結．JJtひ∴

・畏計での皇寮をして土、らし一一



トウモロコシにみられるキセニアの実根と結実状う兄の調査

2年水流園敏子元山正子

放鳥照子

トウモロコシの果粒形質の遺伝について，キセニアの現象がみられることを学んだ。 そこで，長

野県産業試験場梗ケ原分場雑穀育種係に依頼し． トウモロコシ実験用種子を送ってもらって，

寒際にこの交配実験をしてみることにした。 又，この供試品種は暖地では栽培成績がまだ未知をの

で生育程度の状況も併せて調査した。 参考として試験場からの通知を次に示す。

1． 送付種子早生白r長晶898）早生黒（長晶899）スウィート種

2． 播種朝に関する事項

rl）梗ケ原分場での成績

播種朝雄寵抽出朝綿糸抽出胡

♀早生白5月24日8月4808月9日

S早生黒5824日07月20日7月27日

（2）以上の結果から播種胡

♀（母親）…早生自・…‥…播種瑚1回・・…・‘即2日

省（父親）…早生黒…・・－‥播種瑚3回‥・占825日

7月2日

7月10日

“以上のような播種胡で実施くだされば，ほほ交配耶巨と思い受す。 ただし，早生黒が極めて

早生であるため，貴地での生育がどのようになるか摘己されます。 父親で花粉を取るだけです

が，花粉量が少なく走るのではないかと思われます。 又，あまり出親が進み過ぎる場合も考え

られますので，3回播種を更に多くしてもよいと考え・ますが，その点，そちらで御検討して下

さいご

われわれ沈，以上のことを参照して次のようも′C実験法をきめた。

1．方法

イ）実験地‥・…本校校舎オ1棟． 牙2棟間の中経の花靖の横

ロ）播種瑚・‥・・・早生白d89日（秩聞45cm，2粒点括）

早生異d目22日・d月30日・7月7日（すべて2拉点措）

ハ）播種方法…・‥黒の1回日を白の斜め前方で，2回百を白と白とのヂ圭；に，3’宮技，2「相

のものの斜め前方に受く。

－30－



エ）肥料・・‥‥硫安．塩化カリ

注）播種の時期，描き方および交配などについては次の点に留意した。

交配が行なわれるFCは，白のめしべと黒のおしべの成熟朝が一致しなければならをレつ。

この実験に磨いて，黒の成熟胡が未知なので3時期に分けてまレ1た。 トウモロコシは風媒花

であるので白，黒を交互㌢こ走るよ如こ播，白の脆花趣は抽出前にすべて抜き去った。

2．調査の成績

イ）発芽‥・・‥早生白‥…・占月1占日

早生黒……I回目占月29日

丑回目7月3日

m回目7月13日

ロ）生育‥・…白，黒のI，甘回せでは情調夜発育をしたが． 黒のⅢは出芽も悪く，生長も不完全

であった。

ノ、）出静…‥早生白……7月24日（喝で）

早生黒……調査しなかった。

ニ）結実状況とキセニ了の出現程度

（つ；半分以＿上結実してしつるものA；キセエアが50％～100％でているもの

∠ゝ；半分以下結実しているものB；キセニ了が20％～d〔％でているもの

X；まったく結実していないもの　　　C；キセエア
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ホ）キセニ了状況

キセニ丁の現象は明白に観察された。 叉，親の古株の果粒の色

に比べて，「殴打C淡色でその竜蟹もさまざまであった。

次にキセニ了の出現程度と個体数を調べると，次表のようにな

る。

＿7日固体準準

5日5
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与．結論

王早生自rこふ・いて

♀花糎は大体，オ5節からオ7節位の所に1－j個でるが上方のもCつほど，よく結実して1ハ

る。

トウモロコシ喧上方から鳩に雌花をつけていくので，下方の雌花ができた頃tでは，I，1日可

甘め窯の容赦の花粉は役立たず，叉身Ⅲ回目のものも生長が悪く花粉形成が不十分であったこ

となどから，下方のものの不結実が多くみられたのであろう。

又，当地で栽培した結果と長野環でⅤ）それとを比較した場合，露程覇に対し，出恕朝が当地の

方が早くなってしつる。 これは当地での発育が盛んなことによるのだろう。 その理由として吐気

侯の‾甘轟等が考えられる。

コ早生黒だおいて

1回臼の方が種子が多く，又節故は平均7節位であった。 又早生白の生長に比して，」投に

悉く，そのため正木倍等のもの． が多くみられた。特に田回目のものが出芽魂ナ成長ともに悪か

ったの捜気供によるのだろう。

田その他

ごくわずかで旺あったが，しわがなく，キセニ了のあらわれていたレつものがあったが，これ

吼トウモロコシは風媒花であれ又け去ロコシのしわは劣性形質なので，学校附正のトウ

モロコシの花粉が風に運ばれてつLへたことによるのだろうg

今同塵キセエア袈巌rC主体も：飢′1たために，各品種乃出穂（綿糸抽出）朝などの綿密を調査がも

れたこと．
キセニ了と同時に画室隷種実験のために必要な果粒のスイートとフリイソトが入手でき

なかったこと等が反省きせられる。来年度は今回の実験を参考忙し，さらにこのFlを用いてF2

の調香を行いたレ1と思う。

生物笥誌棺介（5）あこうオ5号（19る4）鶴丸高校生物部

オ2号もそうだったが，本号もこのクラブの年中行啓になっている佐多岬採集旅行の結果報

告が中心になってレつる。昆虫，栢物，水産動物などかなりの成果を収めてし1ると思われるが．

その発表の方法には一考を要す去。 文化祭でやったとレつう血液型判定や牛の眼球解剖，県植物

同好会の採築全に参加した記銑チョウの飼育記鼻，イカの解剖，また植物の有毒成分のまと

め（本から）はかずレ1婆2・3乳巻頭言rこ結“「あこう」蛇活着した’’とある。 なるほど学

校移転などのごたごたにもめげず． よく若菜yC発行されたものである。 上述のような内容はこ

の学校推してはもの足りないが，生徒種ががんばって作ったらしいという実感があふれてお

り，その底力の大きさをほのめかしている。 49芭（暗）

－；事－



ヤツデとク　ローバーの変異調査

2年迫田裕子浦底一代上村信子

窪多美子下村栄子外因倶子

栗毛野とし子

1ヤツデの裂片の数

私達は，普通八つ手というものは1薬に裂片が．8枚に分かれてレへるから．八つ手とレ、うのだと

思いこんでレつるのだが．本当に8つ忙分かれているものかどうか，又そうでなかったら何棟に分か

れているのが．一番多りものかと調べてみることになり，19る4年5月図書館わきの高さ27花位

の八つ手の木につレ1て調べてみることにした。方法として捜，木lてつレ1ている葉をマジックインク

で，○印をしながら同じものをコ司数えることのをh鎌注意深く数えた。薗巣はオ1図のように八

つ手の裏の裂片は9枚に分かれているのが一一一番多く，しかし，平均値として出したら8．009とな

り．‘八つ手’’というように8枚となり言分轟で長わ寸と製片4枚が1．8％，5枚5．4％．d枚0．9

％，7枚25．2％，8枚1d． 2‰9枚4貸d％，10枚0．9％となる。

2クローバーの小葉の数

校内の弓場附克50C呼方の範馬にわたって．4ツ葉のタロ・－バーが何故ぐらいあるか，そのわ

く内で1枚1枚杖きみで切りとり，それらを1薬，2葉．3薬・…・…・と分け．それぞれ何枚ずつあ

るかを調べた結果，このわく内rC949枚の業があり．この内938枚は3葉で，2菜が9枚． 4

葉が1枚，5賽が1枚という結果（オ2図）であった。このことから4雛たやすく見つけられな

いと，レへうことがわかり百分魂で長わすと，2枚が0．9％，3枚が98．9％．4枚が0．1‰5枚

が0・1％となる。ただし2′J、某の一部が合着しているも一枚と数えた。（19d4年5月調査）

3クローバーの小花の数

クローノく－の1つ乃花がいくつかの小花からできているかを，調べるために．校内の弓場附近の

クアーバーの花をとってきて，その小花を1つずつ，数えていった。結果として1二の花に30－

59の小花がつレっているのが多や。これら結花の大′J、を問わず，多いものと少ないものとがあるこ

とがわかった。（19占4年5月調査）（牙3図）

43つのグラフの比較から

［1）教科書にでてきた山がたの“変異曲線”とはずレ1ぷんちがった形になってかどろいた。

甘一同じクローノく－とい，う植物の形質でも，′j、花の数と小薬の数とでは，変異の形がちがう。′j、薬

の敗のように非常に安定した形質と，′ト貯敗のように変りやすレつものがある。

ー34． －
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津j項　7．ローベーの小花数の変買



竺
？

∴
ふ
㌻
品
㌻
ニ
∵
ご
r
嵐
二
丸

寄　　　　　寓
○
（ヽ

・】、’．．‘こ「

1964年度の活動記録

3月　○踊閏岳登山（30日）

4月　0新入部員募集。 今蟹の預算決定（25740円）

0ヒメウラナミジャノメ（春型）採喚（川辺）0ムサシアブミの♀＄性調査

5月　0秋日海岸採集会0植物群落調査始める0ヤツデ，クローバの変異調査

d月　0トウモロコシのキセエア実験始める。 0イネ科の掬のぬきとり実験

0牙1回植物展示会（生物室）

7月　0ヒメウラナミジャノメ（夏型）採集

8月　0「方言調査」の宿題。 0迫田さん「カニ」を調べる。

0生物教育全国大会（於玉竜高）（佐方，福田先生出席）

0綻方先生　商薩の植物調査会へ。 0福田籠生信用へ木曾の昆虫採集へ

9月　0ヒメウラナミジャノメ（秋型）採集0ヒガン㌧べナの伸長調査

0迫田さん「プラナリア」を採集観察

10月　0野間岳採集会0イネ科の砲のぬきとり実験0フクエオシ′ロイノくナの観察始める。

0ヒメウラナミジャノメの牙一報を完成　0才2回栂堀示会C型物量）

11戸　つ文化祭（11日）○福田先生日本横越学会へ出席の為大阪へ。

12月　e－ニ三1ゼ原稿7割合を決める。

リ三　C日下薄絹言」なつけはじめる。 ○カンラン享がLFC長星山に登る。

一　〇三予こ　○隼鷺＿採集会0鉄骨滝窒（4．5坪）完成0“あふち”の調査始めろ。

ろy∃＋J∴㍉つ・予2号誉誉
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ム　サ　シ　ア　ブ　ミ　の　雌　雄　性

2年　永田寿兵智　酉川路清彦

I雌雄異株の接吻にかいで． a♀性は何によって決定されるかは興味ある問題であるが． テンナ

ノショウ科檎物では．球茎の大きさむこよってこれが決定される翠等がすでに明らかにされている。

我国にぶレ1ても，1924年北海遺で行表われたテンナノショウの観察がある。 種子発芽後2－

3年は． 花が咲かず（無花性）その後省花が咲き（省花獲）． それから1－2年後に♀の花が咲

く（♀花性）という。そして4才以下では無花性（花をつけない）が，4－21針ではS花性．

21才以上では♀花をつける． また2快の球径の切断，または葵片の除去，日光の遮断等によっ

て．光合成を防専すると習鉦に古株に逆転してしまうというのである。 そこで我々は． 当地に普

通に見られる同属のムサシアブミ（加世田市万世及び金峰町阿多で19d4鍾4月採集）の含♀

が，球茎の大きさとどのような関係があるかを調べてみた。／二二二二∵、
、ヽ

薫こ、ヾ＼

丑山林中に野生した開花朝のムサシアブミ50株（申

3無花株）を採集し． 球茎の大きさ（高さと韻茎を測

定）と谷♀性，又は魚花性の関係を調べてみた結果は

次の通りである。 （グラフ1），次に戌々蛙地上部に

対して． S♀性と何らかの相関を有する数値はないか

と考え． 偽茎基部の直径オー葉下までの茎の長さを測

定した。 これをもとにした＄♀性無花株のグラフは次

のようである。 （グラフ2）

田． 以上の結果からみたムサシアブミも． テノナンシブ

タ同機茎の大きさ． 谷♀性と密接な関係があり． 大き

亨（高さ3仇． 直径5cm）以上では♀． それ未満では

令，さらに（高さ1仇，直径1仇）より′トきくなって

いると無花株になっていることがわかる。
花枚すべて

谷か早かであって，その一一家性（1株に＄♀両方の花

が咲くもの）揺全く見られなかっ舟b
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カク　ベ　ン　ケ　イ　ガ　二　の　再　生

2年4旭一　泊　田　裕　子
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1）調べ始めた動機と目的
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′トさレ1頃から，カニのハサミ杖とれたら生え直すのだと開レ1てきた合しかしはたしてそれが本当

かを自分の昌で確かめたかった。実際に再生するなら．それは初めのものより大きいカ4、さいか，

強いか，変わらをレつカ㍉そしてハサミのみが再生するのかを昆たかった。

2）材料と方法

寒験用のカニは，イワガニ科のカクべノケイガニSeBama．plcta．日置郡吹上町伊作の自宅

付近，井戸の石垣や石の下にはレ1るのを使用。直径13cm，高さ15仰lのカソ佗砂を少し入れ．小

石3個，竹ざれ1本を入れて，砂が浸る程度に水を入れ．ガーゼでふたをした。自宅の宅の陽があ

たらない所に置いた。エサは残飯．ノーメソ，スイカ，キ‾ユウリ．ナスを刻んで与えた。

19占4隼7日1日－9月2日の占4日間調べる。

5）切り方とその結果

A：左牙1歩卿

1．億ハサミの部分だけを切り．器の中に韓寸と根元2れ鴫残し．自然に抜けてしせった。2編と

れ感5分に茶色の陳がかぶさっている。
拓茶色の喋が白くなり．根元の長吉が軸になっている。

15庵そこより1胡乱の黄色い透明の突勧咄ている。1祐実轡ま2勒机Cをり中央が少しへこんで

いる。2施努童の長さ2．3m，2壷突奄拗灰色になり宴塙芭色ぼく変わっている。3施突

起の長さ2，7現況1‘塙2．8番徹に伸び，それから？施すで変化なし。これ以上の再生姥ないと通われ

る。

B：右矛2歩岬
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く．働途中で切？たにもかかやらず． 根元4mより日蝕て抜けた。 ち屯薄い茶色の膜がかぶさって

いる。兢全体的に凸型に在っている。 宛茶色の瑛綻白い吾い． 皮というべき摸‘てつつまれてい

る。1鴻・白膜のかぶまったそこから0・1叫位の突軽が出て品・り1亀それは日射こなっている。

21壷突起の長さ2m，24壷突起の先端だけが黒色になり翁ノ侮細に伸びているe塙突起は

5mと在り中央がへこんでいる。 1兢汀までは変化はなかったのだが． それ以後突重がとれてしま

ったらしく，2！
克新しいのが2叫出ている，？ 夜変化みられ恭

左オ5歩肱
＼

l

－

1

i

」

ノ

√

／弓

′／／l

ノ／‘ノト

／つン

ノ

ノ／一‘，ノ／‘ノト

1′も4mを残し間のよ外て切る。ゼリー状の透明の液が出る）季庵1椚咤え．

残した4mとで5m抽こなっている。 編切汀は黒色で長さ7m，1シⅧ8m，

1呵・顎射ロけ黒く整い． 長さは変わらず牧まで変化たし0切り口軋釘断

し7℃ときより．少々丸みをかび，初めの爪のようにはとがらなかった。

軒ず′・‘中′1

C：左オー歩圃

1壷ノ、サミの部分だけを切り器に座したが，扱元2吾的所より残りの部分がとれた。 ち包とれた

骨：ご誉色の問い膜がかぶきっている。鞄まで変化は見られなかったが，ア壷逃げていた。

り：右牙†歩卿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′‾′‾‾‾～叫、一一二が

秘玩2・5碑残路空にぬけた。 体と軌た航少開脚響生きて／′
レ、こるらしく細ると動く，妬容器が小さいわりにカニが多すぎたらしく

璃ふ投きれている。三角垂をしており薄レつ

膜をかぶっている。

＿ノ′～／～｝一
！ ‘
／二Lノ／

ぬけやす

いようlてか7

‥、∴・・l

E：左牙一一一歩郷

tも根元2mを残してとれる0とれてしまったハサミはつと同じく三角垂をして薄い透明の横が

本ぶ透っている。 弓有茶色の暁がかぶきっている。 施茶色の膜はとれ，白い薄順に変わり，殻

元が的鯛びでハる。 ‰1鴫の柔繊細出ている。 、1バーp－「やグ′′ノ耳箆

（茶色の膜がかぶきってレ1た所）→

1号血突起紘25mになり薄茶色をしている。 1兢赤茶色をしており． 1ろ布

先軸＝兜みをかび赤の済点が入っている。 1号有突起の中央が少しへこみ先端は黒の温点忙変わり．

下郡は茶色。 2塊突起は4叩疋伸びる。 2少呵4．8mになり先端は際色と寂とが混じっている。

礼毎瑚据臥下は赤とと′C別れてhる。 3塙実記が6mになり新しいへこみができている。

≒庵長さ変わらず。 へこみがかな如まっきりしてきた。 1煽死んでいる，原因のからす。

ア：右オー一一・歩卿

：≡巧¶根元3mを残しとれる。 1シ七i鋤口が褐色になっている。 1‰褐色の陳はとれている。

2竺宛その部分より透明の2mの突竜が生えている。 2シⅦ突起が薄い灰色になり，5偏横にへ

－40－



こみができている。シ毎2．7高元伸び1年有責▼5ア壷た’っていた。弛ませとれ以上の変化吐みられ

なしへ。

0：右オー歩即

吟旬ハサミの部分革すを切ったれA・B・CeEと同様ん碩元2mエ拍然に摩れてしまっ

た。1ケ腎切口が茶色咋かっている。 1新巻茶色の院がとれ分レ豆2mの透明の薫かh突軽が生え

ている0甥／gI蛋聖が2・3り鋤′こ在り中央がへこんでLへ去。5与転質毒がとれている。 1少田とれた

稜に所しいのが2盈畦え，先が薄色をしている。 29／卑1㌫定も空堰がとれている。

：左身一歩脚

移旬憾涜2mより抜ける。 1な′Ⅷ描け口が茶色をしてしつるPiく巧三滝元は2．4顆′こなり．そこ

から0・8窮好）突起が生えている。2少厄突童紋2訂萩になり，透明で柔かい。 2弓／豊突起が3乃Z妖伸

び3レⅦ中央がへこんでいる014′口板元が5㍍鋤こなり・突琶の先細は赤と茄的射tが入っているっ

2号有翼睾3郡咤伸び，先壇の禄はとれ赤一色に浸っている。

：左・オ二歩輝

1年・ヨ駁元2・2間より抜けた。 1ケ祐切口が茶色走っている。 1ツ閉茶色の掟がとれ，根元は3

叫てなり0・8第檻の突冠がそこから生えている。2鴇I突童が2戒伸びる・透明で柔かい。 2鞄突童綻

3惣㌧全備約時熱熱へ1塞コ突竜の長さ沈変化はかハが灰色に変わっている。 2％ヨ茶色に変わづた。

このカニは左オー歩卿．右牙二歩脚も途中でとれたが． その二つの歩卿も他の歩群とほとんど変わ

らなかった。五不もの歩脚がとれたがそれでも他のカニと一緒に飼った。 これらのカニに辞を与え

なかったところ．Gのカェは他のものに食べられ■抜甲だけが残っていた。

4）まとめと反省

私の実験したところでは完全に再生した卿は一本もなかった。 カニの脚は抜け易く． 倶元の抜け

ロは肉でつ夜がってレ1るのではなく．うすい摸軒かぶり三角垂をしていた。 途中で切ったものは．

’Bのオ五歩脚を除レへた他の全てが自然に根元から抜けてしまったが，これは． ‘再生の芽”が限元に

あるのか？生えるきいに，まず茶色の膜がかぶきり，その後に白レ、皮とも言うべき膝につつまれて

きたがこの茶色の膜は血′ト板の凝固と同じようなものではないだろうか． 完全なカニは餌を食べる

ときァハサミではさんでそれを口に持ってゆくのだが，・へサミを抜かれたものはいったレつどうして

食べてきたのだろうれ生きていたこと旺食べてきた証拠であろうから。 そナtともハサミの働き妓

食べるの忙重姿を役をしていろのではなく，自分の身を守るためのものかもしれなしへとq一が仲間に

食べられてしまった事から結論を出すのは早まってレ1るだろうか。 いずれにしろ． これらの大切夜

着運が完全に再生しなかったの披，肉類を与えなかったのできっと栄養上からして，年生しきれな

かったのだろうと思うりカニに関しての資料が乏しく，飼い方． 餌も私なりにやった。 それで脱皮

することこて生えると－ノ1うことが蓑でわかったが．この脱皮を一回も毘夜かったことも栄票不足から

だった・’りだろ‘∴か‘つ

蒋年を実演する4右（’．・－Jl・、十触勺のた音”虻という問砲が先かもしれ夜かった。 また． そ

の方がエーもしろレ、告七十五∵十∴㌣∴∴キ∵－・．．ミ、と‘「思う㌃）であるも

ー－，竺，11－



金峰町及び校内で発見した迷蝶

2年’永田寿爽智

1954年1＿0円11日，川辺郡笠沙町の野間岳に登‘ったとき．メスアカムラサキの谷を発見し

た。メス了カムラサキ蛇．わたくLがちょうど12時頃頂上に達したとき，日当りのよレ、地上1m

ぐらいの木の薬の上に，ばねを広げて休んでレ1た。もちろんアミをかまえて捕えようとしたのだが，

お・しレ1所で取り逃がしてしまりた。しかし，風上附正を飛び回ってレつるらしく．わたしたちが頂上

にいる間に．2－3度姿を現わした。

捕えることはできなかったが，づ渚に登った4～5人の者もはっきり見ているので．野間岳の渡上

にメス了カムラサキがいたことは確実である。尚，最初見たのと．後で見たのとが同一物か．又は

そ㌢でかれか蛇わからない。

l－u‘19d4年L且且1」月のちょうど4時間日の体操の時間庭∴運動場でメスアガムラサキの省を

日聾した。メスアカムラサキ虻．上空10mぐらいの所を． 東方の段々畑の方へ飛んでhゥた。

メスアカムラサキの谷は凍音色と白色の紋とが調和がとれて，実に美しかったので，すぐにそれと

断定できた。ばねなどの破れはなかったように思えた。ちょうど2－3ケ月前から，生物部でメス

アカムラサキの飼育脅していたのを花園に出してあったが．卵吐外で産ませるとアリに食われるの

で．教窒に持ちこもうとして数匹逃がしてしまったので，それではをレ、ふと思し、ながら見ていた。

しかしそれと止別に発生したのかもしれない。

1954年7824日－25日の昼頃，金峰町中津野の自宅の庭の百日葦の花（色は簿赤色）吃

はねを広げて，とまりてレ1るうす竜色のモン′シ・ロチすクの2－3倍ぐらレへのチョウを見つけた。そ

のチダウは結わは破損していなかったが，鱗粉が少しとれていたように思う。萱校でギンモンクス

キチタウの話やその標本を見ていたので，それではをいかな†と思いながら捕えようとしたが，も

う少の所で取り逃してしまった。それで確定的とはレ、えないがどうもギソモンウスキチョウらしか

った。筒その日はよく晴れた日であった。

一「

．

．

．
、

．

．

．

．

．

．

．

．
．

迷　蝶　と　は

文字ど去、り‘‘迷いこんできた蝶”のことですが▼どこから．どんなふうにして飛来するのか

姥っきりしていをレ、種が多レ1ようです。日本での迷蝶の記録は鹿児島県が最も登記で． 大部分

が南方からの美しレ1種類です。台風に乗ってきたり，，自力でとんできたり．船などに止まった

りしてはるばるヤってくるのでしょうが；きびしい日本の冬にたえられず日本の‘‘土着種”に

圧凍りえ甘せん。イ亡だ．有難いことに帝蔭では注意さえしてかけば毎年のように遠来の彼らや

その落し子たちに品、折でかかれますので．これらの記録をたんねんにあつめることにより迷媒

周題を解決する大きな刀がえられると思います。（福田晴夫）
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金峰町． の迷蝶

2年1組西川跨清彦

1964年，9月28日． 月曜日．晴天． 午後11時45分金峰町中津野の50m位の小高レ1

丘，松の木を主とした雑大林でメス了カムラサキ谷「頭を見つけた。 この媒吐南方産で北限吐琉球

あたりである○しかし．この煤は日置郡南部及び加世田市地区でしばしば生物部の中から． 発見者，

捕獲者がてる。クテハチョウ科の美しい煤でとまる噂は，主に羽を広げてとまっている。 見つけた

所は丘の混上で半径5刀牡の円状に木が切り払われ∴草や」、さい木が雪三hLげっでいた。 メス7カム

ラサキはその北側の3m位間をかいた広葉樹と円内にぽつんと立ってレへる′トさレへのっぽの松の木と
－′
を結ぶ∠ゝ地の地上3m位をのんびり飛んだりヤすんだりしていた。 完全で非常に美しかった。 キア

ゲノ、がこのあき地にきた時，メス了カムラサキははげしくこれを追跡し追い払りた。 また，クロヒ

カゲ，シジミチタク等が． 1－1．5m位をとんでレ1る時は何の反応も示さなかったが，それ以上に

なるとキアゲノ、の時と同じようにこれを追い払った。 他にメスアカムラサキけレ1なレ1が，lハつか福

田先生がいって鳥・られたテリトリー（なわぼり）であると思った。 実際そのメスアカムラサキ蛇，

その∠ゝ地から僕がいやがらせをしたにもかかわらず出てレつなかった。ノレクテハがそのあき地にや

ってきたが，すこし唐れていたせいか反応を示さなかった。 もう少し観察していたかったが昼食時

だったので．木rCのぼりこれを捕えた。

片浦でツマベニチョウを目撃

rS38卒）岩元畳和

19d4年10月25日，川辺郡笠沙町片浦の通称上山なるところでツマベニチョウ18を目撃

しました。大きを羽の先についている杜色味，この近視の官にも吐っきり見え． たしかにそれとわ

かりました。今までにあれほど美しく思い． あれほど昆虫網がほしいと思った事はありませんでし

た。目前12～13mのところで乱飛する姿をただほうぜんと見ている他略． 表すすべがなかった

のは本当に残念でした。簡単ですが． ・一応か知らせしておきます。（ハガキより）

野間岳山頂でメスアカムラサキとツマベニチョウを目贅

rS38卒）中田一章

19占4年10月19日時東北の風巌すぎ川辺郡娃沙町野間岳の山頂に着く。 そこでメス

アカムラサキ1令を目撃，ネットをふったが，あわてて逃がす亡フワッと空に舞って風灯飛ばされ

たカ㍉風に全面背を向け，垂直に森に降りでした。
その後し撫らくしてツマべニチヲウ18が野間

池の方から飛来したが，これはず－と風に飛ばされてレ1った。 1時間ぐらい後同一と思われるメス

アカムラサキ1番が飛来したが，これも摘獲できなかった。 以．上報告致します。

一一亀－



迷喋3確の採嘉記鵠

‘2年4組’志田裕子

1．メスアカヰラサキ

鹿児島準日置郡吹上町仇乍宮内19d4一房・20（1谷）

岩夏午後2時境線触て姿を萎持つしこので，すぐ福虫謂ともってたがすでにレへなかった。 それ

から5分後，テレビのち、いて与る憲． C人っ▼てきたところ扇了やえた。シ’ごからクロ七七て1と同機に．
＼
テレビの璃面に読んできたかどうかは才；からたい。

東児昆県□農芸跡は町外宰持． て㍉∵∴差． か「受）

含票や二匹臼が揺れこの㌫捏ク私言言漬したl． ミ吾軋前と107万rも㌢治れていかへ所eさすが

；′CリアLLかった八こ：汁はチモ〇′〕長骨かかって．
かま体と語れている始天。

これら二置′′「寮の昔う．ほとんどの丁とんで甘い二1かった。

リュウキュウムラサキ

㍑兄語泉廿だ顎吹上町伊作宮内1944． に． 4C1♀）

＿．
拉時ごネズモチとサケとのある所より飛んで出たので． どちらこて止っていたかわからなレlo

久√′二・’・そサナの葺；：′こ上ったのだが。采鑑でしう、知ら′二：かったのでまさかと思った。それに．藁面に

たく－7揖ノらな1蛇ずの窯の紋がないので、ですます疑問と，全くの音程ではないかとレ1う喜び

：つシソ十で雰凄誉工手だった。
しかし結軋不安でも坑牙でもたくこの頭だった。 遠くから飛んでき

チエヴ滋養示するか丁）どとく羽がレ．たんでいた。

斤ム・言葉本の写苑は歳h先生が県の昆虫同好会絶祀発表される議定である。

5．ウスイロコノマチョウ

貯′r己忌溝ヨ子宝郡吹上荊伊作宮内19d4・，Ⅹ． 11（1谷）

トンボの季節になった10月，さつま瑚の珍種3匹の内一匹でもといさんで出かけたがギソヤ

ソマが数えるだけ。 何の収農もたく杉の木で目陰になった丘の草むらを上っていると，足元から

とび出し3～4皿位の高言を六汰ノでいるところをバッサリ。 その場所よりも？ と高く．木立の申

もて入少込んで灰痛い末の間でをもクロコノアチョウ吟よく見かける。

捲チョウIlqメスアカムラサキlを見る

1年8中毒「行

19d4年7且28日（快晴）午後1時50分ころ日置郡吹上町中原坂元にて・メスアカムラサ

キ‘将を日察する。巳磐地は国道に沿う用水路をまたぐ′j、さな橋のたもとである。 そこは竹やぶに

よって彰むこ夜・ノていた。ヨ聾した時は． ちょうどその影の路面にレへた。日窒後長径約15メ⊥トル

C′Fだ一彰を抽レ1て2回旋周したのち，また影rCもどる。それを見とどけた後網を取りこて帰り約2分

てもとの定与所に壷る。しかしその時はすでにそこにはいなか？ た。それから約2分場メス了カムラ

サキの飛来を待ったところ，標から約26メートルの陽巻上むこ飛来し． 路面に降りる。 それからす

ぐ飛び去った。
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熊本県矢部郡の採集記録

1年田中基行

†954年8片d軋斉邑本県上益城郡矢部町の自然を尋ねる。 矢部町は． 阿蘇山とその南の九州

才芸の高峰国見岳（う’才39m）との中間雌置する。 そのほほ中央を緑川が東西く吏少． 深い谷

を形成する。夏とはいえ． 朝夕府寒さを感ずる。

7日より10日まで4日吼昆虫を求め，さまざまな自然に接する。 7日午凱神社及びその裏

山へ行く。途中′J、雨に襲れる。コミスジ． ミヤマアカネ夜ど，教頭を冶棲するのみ●牛乳経木に

ふ合われた小高い山へ行く○キマダラビカゲ，ハラビロトンボなど，激励を捕獲。 き8午後快晴。

城跡．五老ケ滝rSD仇）などへ行く。 ジャノメチョウ． コミスジ，オエヤソマなど． 10頚以上

を揃揮。同夜．室内の螢光燈に飛来したカブトムシ（♀）を捕樺。 9日，晴天． 国象岳忙登山。 登

山と採集と二つの目的に欲張り，採集は失放。 午後2時． 山特有の夕立の中を． 下山開始i途軋

ノコギりカミキリ．ウラギソシジミ食スジグロチヲクなど． 数屈を摘額するのみ。 10日． 養漁場

へ行く。周辺の杉林と雑木林とで採集。 了ブラゼミ，クマゼミ，ツクックホーシを尊奮。 ブカタテ

ハ．クワガタ． バグロトンがな乙20－屈近くを捕獲。 11日． 矢部町を去る。

4日間の採集品は． つぎのとおりである。

ジャノメチョウ2屈

キマダラビカゲ． 4′

ヒメジャノメ1′

コミスジ7′

イチモソジチタウ2′

ウラギンシジミ3′

アカタテハ1′

モンシロチヲウ2′

スジグロシロチョウ1′

ノコギリカミキリ1′

カブトムシ1′

ミヤマクワガタ1錮

ヒラタクワガタ1′

コクワガタ1′

ノコギリクワガタ3〝

未同定のクワガタ2′

ハラビロト／ポ5′

ミヤマアカネ2i

バグロトンポー1′
オここヤソマ2才

末同定のト／ポ5′

生物部認紹介（A）かじのきオ1号（19d4）加治木高校生物研兜節

気凛計宕法，カエルの解乳花粉の発芽． 心技の肯軌アミ． ラーゼの聯ヒ，坤後作用． ゾウ

リムシの束軋憲彩雲分段，血液型など“生物実験吾”忙あるような事項の簡単をレポートが

主力をたしf′‘黒川海津のプランクトン’’．チ望ウとガの飼育記． 謂馬偏操記が加わっている。

析鋸は感じられたいれ若駒を実験をがっちりやううという輿気は好感がもてる。 帽）！
・

．＿．＿▼▼、－▼1．．＿．＿＿－＿I＿＿．＿▼．＿＿＿…．【＿＿▼．＿＿＿＿＿．．＿－＿・＿l＿＿．・．一一・一一‥一・一一一・－一一－1・一一l一一…」
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1964年度文化祭総記

2年　若　松　草　書

文化祭で行なった発兵や実験 g　年†ギの解剖

1．ヒメウラナミジャノメの変魂9

2．ムサシアブミの雌雄性10．

3．トクモロ＝∫シ守こム可ナるキセエアと結突11．

4．ビガンバナの成長速度

5．クローバーの変異

カエルの心そうのキモクラフの実演

ウシの眼球の解剖

某脈標本の蜃示

他に参考出品として（沖縄，八重山鹿）のチョ

ウとガの標本それとスライドを上映したこと。

＆単子某植物の稲のぬけ方

Zヤツデの某の変異

以上のようなことを行なったが実験はリハーサルを二三回やって成功していたが「イカによる発

光バクテリアの実験」や「カエヤの心ぞうによる博動実験」などが失敗した。 それとウサギの解剖

の時に見る人が多かったことは大須よかったがこちらでもう少． し会場をよく考えで皆よく見ること

ができるようにすればよかった。 又図長や戚・蛾の展示物にももっと質問があって欲しかった。 ウ

サギの場合一年の方からは二三質問があったがこちらも大変ためになったとおもう。 植物復大部前

から観察を続けたものだったので貴賓夜頃科が多く作成できた。 総括的に八分通り成功だったと見
l
てよし1のではなレ1か。なお「ヒメウラナミジャノメ」の研究は二三年計画であるためにとりあえず

一年分の研究結果の発長となった来年は繚東が良くまとまってゆくことを胡侍したい。 最後に沖縄

産の蝶・蛾を出品してくれたのは二年の大域君だったことを附記してかく。

秋の． 、夜

「あんちゃん．みみずがなレ1てるね」

「けらだよ．秋だでさびしいな」

「おとりは，山からいつかえる」

「あしたのばんには，かえるだろ」

「カラカラなんだかなってるね」

「風rCゆれてるしレ1の菜だ」

「あんちゃんふたりでさびしいね」

「さびしきゃはよねな，からもねる」

サトー・ハチロウ

ー▼・l－、∴　l‾ll、1－－　　t、－　1、∴　一　　　一　　　　　1－－、＿　　、
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「ウサギの解剖」を終えて

2年森昭典

「生物部のうさぎの解剖は残酷だ。」というようなことを校内新開で読んだ。 たしかに． 考えて

みると，解剖というものはどんなものでも気持のよレつもので吐かへ。 しかし，誰でも一度はやって

かくべき，或は見てかくべきことではないかと思う。 ここで解剖の過程を少し説明してみよう。 ま

ず．耳の血管に「カル′くミソ敢エチル（ウレタン）」を注射する。 この仕事が一番むずかしかった。

細い血管なのでなかなか針がささらをレ1。針をさすたびでとにうさぎをおさえている手吃，うさぎ

の筋肉の激しい収絹が伝わって来る。 そのたびに，もうやめてしまいたいと何度も思った。 次に，

下腹部の皮をつかみ．はさみをいれて胸部虻で切り腹の筋肉を切開すると． 内臓が現われる。 実に

見事夜色だ。新鮮で神秘的な嘩きさえももってレ、る。 心臓咄鼓動をくりかえし． 胃はぜんどうを，

勝は分節運動をくりかえしている。 心按に手をふれ． その規則正しい動きを感ずると1き，生命の神

秘さとレ、うか，昔の人がすべての生物軋神の創造物であると考えたことが何だかわかるような気に

さえもなった。あとは勝間睦を切り． 勝をと少だし． 胃をとりだし． じん軋すい臓，横隔映． 肝

臓，子宮，ほうこう．等々をとりだすと解剖のだいたレ、の過程は柊わりである。

文化祭のとき生物室佗入って来た人． 特に女子生徒が解剖を見て． 顔をそむけ． 「気味がわるレ」

を連発した。しかし僕には． その人達の様子が，解剖をしてレへるところがいやなので〃まなく，何か

他人を気忙し．自分は解剖はいやだ，自分は残酷なのはいやだ，と貞示しているのではなレ1かと思

われた。しかし． 男子の人はよく見てくれ，又よく質問もしてくれた。 軋むな人は一生懸命メモし

ている人もいた。これを見たとき何か救われたというよう夜気樽になったのである。

この解剖乃協同者軋二年の永田君． 一年の池吼平下きんである。 初め文化祭の本番では． 1

年の2人の女生徒にやってもらうつもりだったのだが，麻酔の度合で僕達がやったのである。

皆さんは．彼女等が解剖をしているのを見て． どう感じただろうか． 女のくせに残酷だと思っただ

ろうか．そうは思わなかっただろうと思う。 つまり要は積極性だと思う。 何かを求めようとする積

極性だと思う。僕は皆きんが又僕自身ももっと冷静に物事を追求する態度でありたいものだと思う。

これが解剖を終えて感じたことである。

植物が生物であることは誰れでも知っている。 しかしそれが「いきもの」であることは通例

誰れでも忘れて居る。 ～寺田寅彦「春六趨」より一

一一一一一一．．l－111．1、一1－一一一1－－‥－．一一一t、l‥、一、－－－－一一1－－－．－．1、1－－1－1▼一一一一′1、－．－－－－一一．一一一一l一一一一一．－‾．
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消化∴専管の仝藩
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カエルの心略の博動実験

1年田中基行

この実験は． 19△4年11月11日に行なわれた本校文化祭にかいて，寒施したものである。

短嘲問の準備と実施とレ1う条件のもとに．この実験を選んだ。

カエルの心臆の縛動には． 心房心室の収縮する胡問すなわち収縮嘲と． その弛緩する顎間すなわ

ち弛緩朝と，この南朝問のつぎの挿動のない瑚問すなわち休止期とがある。 この搾動の状況は内外

の生理的条件によって，昇ってくる。

（準備）

1． 心緒を露出したショクヨウガエルの解剖体

2． カイモグラフー一式

3． リンゲル液

4．8の字に曲げた針金・糸

（実験の方法・紡果）

実験の方法枚，数多くの文献が出版きれてぶり，ここにのべることもないので省略する。 宅験の

結果軋灰の通りである。 〔図丑〕捜翠開始射り10分ぐらいのグラフである。 〔図盟〕比約2

‘l
時間後のグラフである。この二つの比較して分ることは． 前者は休止朋の長音が短いの佗対し後▼者

は非常に長いとレ1うことである。す夜はち樺動の頻度がしだい祀′j、くなってレつることである。
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牛の眼球

1年6組森順郎

19d4年度の文化祭に出品するため． 元山きんに屠殺場より午の眼球2個をもらってきてもら

しへました。解剖するまでは，アルコールと，ホルマリノにそれぞれ1個ずつ浸してかき． その結果

軒比較してみせしたが．アルコールに浸していた方の角膜が青から白に変わってレ1るの忙気づきま

した。文化祭当日は，その構造を明確に記した説明図と，解剖した実物を陳列し，“あなたの日も

こうあるんですよ”と，かなりの皮肉も折りまぜながらの発表ぶりでした。 解剖するにあたって．

レヽちばん気をつけていた点比人間の眼と牛の胆にはたしてどのような違いがあるだろう。 ひレ、ては

人間の眼と．同じせきつレつ動物である他の動物の娘とはどのように適っているのだろうかというこ

とでしたが．はちきりした成果はえられませんでした。 現在標本を生物室に保存してあります。

Il． 全形の横面乞全形の前面Ⅱ横断面図

〆
　
各
∵
色

Ⅶ　ガラスなどをとり去った横断面図

ノ／

／㌦二二二二二二ここ
． －一
〆も惑窮．
‘二．r‾、、－ミ、
．－、‥r ヽ

補
力
／
ノ
㌧

／
／

き▼諾裔ここ二度礪

′ト・・J

ガラス体やレンズをとり去って；眼の奥の方．レ1わ

ゆる網敬のみえる部分をよく観察してみると．図の

ように中やヤ左ぐらレ、で，網映はみえなくなってい

ます。これは物体の像が，これだけしか．これだけ

の範謝たけしかうつらをレヽということに走ります。

こT▼－∴ここニ＝ニて1ニー一二ニーてこHt－1965年度計画l‾‥一一一一一▼‾－‥l一二l・二二一一一一一一1‥こニーTTlニl‾一lニ‥．‾－ニ、‾－1て二、l－、‾、ニl‾‾

①lあふち（センダン）の総合調査をして．「まのせ」5号に‘‘ぁふちの生物学”特集の頁を

つくる。

④「ヒメウラナミジャノメの変異研究」を「まのせ」4号として別に発行する。

③3年目にやっそきた文化祭（11月）をめやすに生物の標本を整備する。

叫所設した「生物日詰」の記録にもとずいて．この地方の。生物どよみ”をつくる。

－50－



オ1回採換金19d4年3月30日会のち雨のち螢

絹聞岳採集記
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加世田発（占：43）m枕崎（7：25意～8：58発）■＝疎開開（9：30－9：40）

→頂上（12：00－13：15）一・、Vuう開聞（15：15）志・，二瀞枕崎（14：14着～

17：18発）m加挫田着（17：5る）

0参加者

佐方敏男先生福田晴夫先生中田一一章堀ノ内国利大域明＿西川路清彦若松幸吉

伊東豊子鮫島照子伊藤真理子清永茂子久米のり子森永真利子尾辻文子

絶好の登山目よりを迎えた今日，3月58日薩摩富士と呼ばれる開聞岳をめざして‥d時43

分とレ13早朝，皆胸をいっぱい祀して加世田駅から下りの汽車にのりこんだ。 始め汽車に乗り込ん

だとき枚． 先生方や卒業生等含めて13名だったが，内山田から大域さんが乗り込んで計14名。

今までの採集会のうちで最高の参加数． 又，今回紘じめての男生徒諸君の参加。 とてもんてぎゃかな

採集会である。 だんだん開聞駅に近ずくに従って，開碑岳の姿がくっきりと浮かび上って菜た。 基

は中学2年の時東京へ行く途中富士山をはじめて見て，まだ記憶与′こ新しいことだが，本当yC二に当に

あの美しレへ富士山そっくりだ。 逢う点といえば頂上に雪がたいことと薔告が逢うことだ什だろう。
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やはり薩摩富士と呼ばれるだけあるをあと感心した。 さてここで． 私共が登る開聞岳について． ち

ょっと教養を発揮しよう。まず高音は海抜924m． 山の形はトロ． コニーデ式，つまりかっては

7POmのところに大噴火ロをもったコニーデ式火山であったが． のちその火口に更にトロイデ式

の叫京できて旧火一口をうずめたのである。この美しい姿に陶酔させられているうちに開聞駅に到着

し和書っそく登山の準胤皆軽い服装に比や変わり。 男性諸君はかわいそうに皆の荷物が待って

しへた。準備が終ると皆いっせいに出発。 遠はまだまだ平たん地に近いほどで傾斜はゆるやれ開聞

孟のすそ野に広がっている段々畑は． いまやまっ盛りの菜の花，れんげ，麦でレ1つばLへすげらし

い紫色を右に左に夜がめながら，まだ鼻歌気分である。 福田先生は写寛預りに－生けん命。 登山口

【′！二足を踏み入れるときっそく採数が始受る。まず育レ1色の可憐を花「ルリハコベ」との初対面． 次

こて「モンシロチョウ」「ルリシジミ」査どの出迎え，又遺ばたでは「サクツツジ（つぼみ）」「ス

ミレ」「キンポウゲ」などのどあレ、きつ。ほんとに良い登山日より。 足がどんどん先！ て進み，手は

どんどん四方へ広がる。佐方先生はひっぼりだこ。 やがて，畑も少なくなり． 道は広葉の雑木林に

はレ1りこみ，少しずつ傾斜が大きくなり所々に岩が露出してくるようになりやっと一合目の標柱を

みつけた。それからはしばらく雑木林が続き，こんもりとした中を進んだ。 そうしているうちに中

腹頃でオ一望落明FCはいり足がストをおこしてしまった。 5合ロからd合巨まで旺途中で何愛か梓

をおろそうかと思ったが，みんなからとり残されない為，けんめいに碧にかじりついた。 つらかっ

た，こ鞍では苦しレ1人生の道に耐えられるだろうか05分位休んで再び標範しながら〕頁上へと急レっ

た。たぷん春休みを利用してレ、るのだろウノ、一学生や宅tハ勤め人の登山者も多レ1。迫レ1越したり追い

遺書れたりしながら登っていくうち途中レつくつか珍しい危物をみつけてはどうらんの申へしまレ1こ

んだ。なかでも「ショウジヲウバカマ」という債物はとってもかわレへいうす素の印象的な花だった。

やがて大きな岩ばかりで構成されている遺となり，私達はウサギのようrCピョンピョンと足場に気

をつけて飛びながら進んだ。 もし足を踏み違えようもめなら大へん，すべづたりしたら額にひや汗

かう、く．一一一瞬心臆の鼓動が高鳴る。そうしてやっと頂上に達したのが11時35分。 途中何回か弱

わをはいて引き返そうかと思ったがそれをかしきって二頂上レてたどりついた時の喜び捜ひとしおだっ

た。この喜びはことばに言い長わせなレつそして自分自身も初めて味わった昏互恵ものだった。 私達

が着く前にすでに若松さんはトップを切って924mの空気を的レ1つばい吸っでハた。 それから

20分位かくれて福田先生がゆっくりゆっくり登ってこられたが佐方先生の姿はまだ現われなかっ

た。9247花の請書からの夜がめ。 これ叉最高である。 1昆上に立って征服雷に浸りながら下界を見

品・ろ寸と，明方に広がる山や町や海．春のもやFC包まれたかの如くぼんやりと． しかしそれがまた

実にすげらしい。先着の人達で頂上はにぎやかだったが一つさびしく思ったの軋るた如C概くず

やかんづめのカンが投げちらかしてあったことだった。 後から登ってくる人達を待っているうち寒

くなったJ三月とはいえ，山持上は冬のようだった。 南方だ琉慧鼠竹島． 黒鳥，北方に亀田軌

山川軋北々茜正は53多mn全梶山，5917坊の卦壇岳。 果しなく続くすばらしレ1彙色にただみ

rLれるのみだった。
’：2時2日分，竜一ンそく牒空調は。 寒かったので旋上の虹地ゐ雑木林の中で，

1け時環ど音か′y浮間放ない。金石が贅ろうとする覇だった。 ふと1人の学生が私達の前に現われ．
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食べ吻をわけてもらいたいと痛い出た。 事情を開くと4人で登ってきたが． 途中でばらばらになっ

てしまい。今三人は頂上まで来たが，肝心の弁当をもった1人が登ってこないので． 腹の虫がない

ているとのこと．気のあて0残り物だったが． あるだけの物を曹操供した。 その大学生抜とても喜

んで．後で私達が写真をとっていると記念に写させて下さレ1とレ、って2枚ノてチリとやってからこの

頂上を去っていった。私達はこの大学生を見送った後，ふと匪方先生のレヽらっしやらないのに気づ

いた。・まだ上ってこられ衣ののであるOなのに佐方先生の較弁当だけは他の人が運んだので先に頂

上についでハるのだ0みんなびっくりして． きっそく大域さんが弁当をこ才つきi′こかかえこうがるよ

うに下りていった。私達も荷物を整理してから． 13時15分了見上に別れを告げた。 降りてhく途

t中，ふと登ってきた道と違うのに気づレ1た。その時，福田先生の声が． 「そっちは違うぞ－。 こっ

ちの方だエー。」と響いてきたのでさっそく引き返した。 川尻への道だったのである。 さて，ここ

でもう一つ事件が起きた。私達より一足先rc行った大域さんたちが道をまちがえて行ってレったらと

いうことである。く軋夜で呼んでみたが返事がなかったので，女性ははじめ登ってきた道を降り，

福田先生や中田さん，堀ノ内さんらが私達がまちがえた道の方を捜しに降りることに＿なった。 5．

d分もレ1かないうちlて私達は佐方先生がレ1かにもかいしそうに口をもぐもぐさせ，その横に大域き

んがいるのを見つけた。大声で栢日先生方に合図するとすぐもどってこられた。 心配した事件もお

さまり．そこで記念写真をパチリ。 ふり返っで今登った頂上奮見上げるともう雲がかかって見えな

かった。′」、雨がふわだした。15時15分薩摩貰士を後把，われわれを乗せた汽車は一路加世間へ

向かった。今回は時間が少ししかなかったせいか． 売せり龍頭があがりませんでしたが． 環礁物及

び目撃物は下記のとおり。

0主な採集品

昆虫：モンシロチ了ウ（多し）

スジグロチョウ（少）

キチョウ（少）

ルリシジミイ多く． ジャダツイ／くラ

のつぼみ祀卵がつレ1ていた）

セセリチ雪ウ． アゲハチョウ

ジャノメチョウ科はレ1なかった。

膿物：ツクシショウジョウバカマ（花）

ルリハコベ（花）

サグツツジ（つぼみ）

ヨウテクラノ（花）

ダチッポスミレ．
タツナミソウ
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オ2回採集会19占4年5月3日（日）清

秋目海岸採集記

2年伊藤真理子

永田

西川鴎

参加者佐方先生

若松幸吉

西川路清彦

伊緒真理子

平下律子

赤崎敬子

寿美智

清彦

福田先生

永田寿実智

田中基行

鮫島照子

志摩ムツ子

本山藤子

加世田（8：20）三号川辺郡大浦町

大浦（9：00）些竪秋目時（仮称）

－－与川辺郡坊津町秋田海岸（12：00

－1占：20）二崇大帝（1d：4d）

二三ヱ加世田（17：40）

1植物（伊藤萬理子言i録）

I峠の植物

1．

上層

1

∵
ノ
」

竿
諒
　
　
　
　
　
　
　
　
／

∴－－二

乙　中　層

千
晶
抱
／
ノ
ノ

′

、

4
月
4
万
乙
諜
／
詐
誹
守

／
／
こ

落葉キブシ． マルノくウツギ．アラガシシャリン′くィ． イヌビワ． ヤツデ

常緑シイノキ，ヤブニッケイ，シロダモバクサンボク． ‘トベラ，アカメガシワ

ナワシログミ，ネズミモチ

5． 下層

ホウロクイチゴ． ヤマアザミ，ウラジロ，エビゾル，ノダケ． シマカソギク． マスクサ

カニツリグサ． ヌスビトハギ，ノイノくラ．ミヤマハギ． ホシダ． ススキ，キンミズヒキ

ヨメナ，キツネノボタン，カエデドコロ，アカネ． アケビ，ウマノミソバ，ミツ′く．

テイカカズラ． ヤマヒヨドリ，オオノくコ，カタノくミ

峠の所でノj、林した時日にはいった草木または採集したものを悉く列記した。 花は少なかった。

Ⅱ略傍の植物

メドハギ． キノギンナスピ． ノアザミ． ルリハコべ，クマシダ，アカネ． ソクシソラン

ミズスギ． カナビキノウ． サルトリイバラ，ササキビ． サツマサ／キライ． オオバグミ

テイカカズラ． フウトウカズラ，イグサ，ヒトツノく． ウスべユニガナ． サクラマンテス

ツワブキ，オイラノアザミ，マサキ． ダ’ソチク，ホウライテク． ハママノネノダサ，

ヅルポ． クサスギカズラ． ノブドウ． ノビル．フユヅタ． ナツヅタ． ネムノキ． ウマノ

ー54－



スズグサ． ヘラシダ． シノブゴケ，コクテンギ，ヤツデ，スイカズラ． チチコグサモド

キ． ヒメコバノソク． トゲソノく．ムラサキカタノくミ．・ニワゼキショウ．ツポスミレ，

峠から秋目部落まで下る途中のものを記録した。 自生ソテツ（天然記念物）も部落克くに見えた。

昭海岸の植物

ポダニ′ボウフウ． ギシギシ，ハマポッス． ハマヒサカキ，トベラ． ヒメハマナデシコ

ダノチク，ハマビワ． ハイイバラ． サルトリイノくラ．ホノバワダソ

防波堤上yCテングサが干しであった。 種名末同定の海草教程を採喚した。 海岸成せまった木舟山の

崖に坊津町記念物サクララ／（昭35年指定）も見られた。 秋自小学校門脇の機令370年と推定

されるアコウの大樹や附丘に栽値の熱帯の美果フトモモ（滴桃）は特記すべきものである。

2海岸動物（永円寿実智記録）

蹄及動物門海胆綱扶歯日

クロウニ（2匹）ナガウニ（2匹）ムラサキウニrl匹）コシダカウニ（3匹）

棟及動物門ウニ綱構歯日

ガンガゼ（1匹）

種皮動物門蛇届綱クモヒトデ目

ウデナガクモヒトデ（1匹）

頼皮動物門ナマコ綱無足日

ムラサキクルマナマコ（多レ1）

環形動物門多毛虫網多毛虫自

ゴカイ（1匹）

節足動物門甲穀綱完胸臼

タロ7ジッポ（1匹）カメノテ（多い）

節足動物門甲穀網等押目

フナムシ（1匹）

節足動物門甲穀綱十卿日

イソスジエビ（5匹）

軟体動物門却足綱八腕巨

マダコ（1匹）

軟体動物門双神経網ビザラガイ日

ヒザラガイ（2匹）

イ！ギソチャタの一種（4匹）

ウミウシの一軍（5匹）カイメソの一種（多い）

スナギソチャクの⊥種（多レ、）

アメフラシの一種（1匹）

1．採集地

私達が採処した所は．大部分はタイドプールの

中で．外海の方は波が荒くて作業を困難にした

その他は．磯の所の石をのけて採集した。

場所によって種類が異っていたが． タイドプー

ルの中にはイソギンチャク，ウェ． 海藻．魚

カニカイカメノテサンゴフジツボそ

の他．外海瓜もカイカゲノテフジッポ

カキ海藻その他． 磯にはナマコがそれぞ

れレへた。

2．採集道具

ノ、：／マー（先の鋭レへもの）ピソセット（長いの

と短いの）ピエール袋（これは′トさいのよりも

大きを物で．うすいのよりも厚い物）ポンチ

（大．小）くだピソ． 媒悔ビン．水網

3．採集品を後で図鑑で調べてみると． どっち

つかずの物が多く，結局名前がわからなかった

ものが多かった。その理由として，同種の物を

荷物牢なるのでたくさんとってこなかったこと

などがあげられる。筒参考書として，混色顛物

大図鑑を曙レへました。
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〇昆虫

∵霊諾工芸芸芸ン告工芸霊ムツ嵩

ゾウムシ2種〔2〕ジュウシ≠ホシハナムグリ〔2〕どロウドコガネ〔1〕

コアオハナムグリ〔2〕〔〕内料採集腰数

大潟町大浦と坊ノ津町秋日との問の時の監り口で，ツマベニチョウを目撃し又秋日海岸に去叫ハ

て，水のみ乙・こきたツマベニチョウを2箇所でそれぞれ1顔ずつ日聾した。 この珠はこの塗厚半島南

霊が北東であり，非常に美LL（融で奉る。 食事は角末で． 笠沙町，枕崎受2－3箇所その所在が細

られてレつる。

同じく大浦郊外だおいて，カラムシの嚢を糸で巻いて巣くっていたアカタテハの幼虫〔15－

10〕を採取した。

生物部語紹介（5）鹿児島県の高校生物部誌の展望

高勧；新設されてから20年もたつというのtて． 昇下高炉で発行された生物部誌はきわめて

少なレつ。ここに私の手許にあっまった質料を記してかく。

「生物報」1949年に本校生物部の先輩が出した48貢のプリントで，加世田高校新聞4

号に紹介されている。 「まのせ」の先祖にあたるが1号しか発行されなかった。 「モノシロチ

ョウ」（志布志高校）1950－51年rCわたり，実はかくいう’私たちが作ったもので，1～

3号が発行され．
現在の寵児島昆虫同好会誌「SATSt乃弧」の増俸l・・こたっ7と。 「かわずだよ

り」（玉竜高校）生物部卒業生の適格舐みたレへをもので，本校の泊先生たちが高校時代に坦さ

れ年刊で10号までつづいたという。 「領uENS」（大島高校）195？ 年鵬q刊きれ． た

しか4～5号まで発行されたと思うが最近の消息はきかなレ「。 もし，現在叉披今後も続刊きれ

るとすれば県内では最も丘がつづきがしていることに在る。 「あこう」（鶴丸高疎）19d2

年三割刊，別貫感己したように牙3号まで出ている。 なか，この学校からはずっと以前‘‘生物の

筑察”Tとかいう冊子が発行車外たことがあるらしい。 「ラ・サールノ生物部短報」（ラ・サー

ル高校）1．9占5年祀1号（る頁）が担たままになっている。 払じのき」（加治木高校），

「生民院」（大口高校）ともにわれわれの「まのせ」と同じく19d4年に創刊されたが，ど

ちらもまだオ2号は発行きれていなしつ。

な一も1，軍略県では以前rやまね」（小林高）が，現在吐延岡高校から“宮崎射ヒ部の蝶類の

分布貪勘’’が2号まででている。 篤不． 大分，佐賀県ではあまり発行されていないようだが，

長崎葦，福岡轟には10年以上も続いている名門校がかなりあるし，沖縄では「このは」「大

自然」など数夜から発行きれており非常少こにぎやかなようだ。 （晴）
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秋　　　目

伊　藤　真理子

大浦でバスを降り． ノ」、さ夜道を，しゃべりながら歩いて行く。

はじめだから，まだまだ元気がある。 運ぶ足もなんとなく重い。 山道にはいった。

そこらの草花を摘んで軋　どうらん佗入れ，みんなを追いかける。 町の騒音もなく静かさ。

あらゆることから解放されて． ただ植物ヤ，まわりの山々を夜がめながら歩く。

そこには満ちたりたなんともいえない喜びがある。

胸をはって． 刀強く，大またで，歩レっていきたいよう夜気持。

自然はとてつもなく大きくて． そうしてこまやかだ。

どんな者でも，すっぽりと，そのすばらしさの中に包んでくれる。 何にも言えなくたる。

ただ． だまりこくる。 感動が発ければ強レイまど，だまりこくってしまう。

私の好きな，すみれの花が愛らしく咲レ1てレ、た。

今も，そのりす紫と優雅な姿がちらつく。 旧道を抜けて． 坂道を登ってレ1った。

雨が降ったときyC吼′j、きた川と化してしまレつそうなみぞが． 壇がりくねりながらも，ずうっと続

いてレつる。そのあちこちには，大きを碧やト石が． ころがっている。

やっと峠に－きた。 紋日の方から吹きあげ’てくる風が． 汗ばんだほお叫て． ここちょい。

こんなときには． をによりの・かくりもの。

すっかり． 乾V、た口の中に，キャラメルをはうりこむ。 口の中であまさが／、つばレ1になる。

一休みしたところで，膝をあげて． 元気よく，あるきだす。

磯の香がプーソとにかってきそうへた，′j、さな漁村だった。

′J、卓を低い垣根が． あちこちにある。 すこuばかり，わびしいたたずまいだ。

それでもにぎやか夜町壇かより． 私にはずっとうれしレへ。

しずかだった。 寮夏の尽きがりのように。

昔の人の生活が，そのまゝ，ひきつがれてレヽるような． そん在ところだった。

遠い昔に． こんなところに． 居たよう夜気もする。

ふるさとらしいふるさとのかハ私には． どこにでも． あらゆるところにそれを感じるのである。

lハまでも思いだ寸のケま

あの静けさと，岩と海のしぶき。
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加世田発（8：． 20）バス片滞（9：去5－10：00）→風上（12：00－14：00）

→神社（15：00）一片浦（1d：10－1占：3口）バス加世田着（17：45）

0参加者福田晴夫先生碧元豊和

2年：永田寿安智森昭典西川路清彦竃松幸吉元LL店子伊東皇子伊藤東理子

1年：田中基行中閏昭療竹中法生森崎郎平下律子志摩ムツ子赤疇愚子平瀬照子

前野英子長友伴子

私達生物部員18人は8時20分のノくスで野間岳へと出発した。途中右は育レ、海左は段々畑で稲

がこがね色に見え．ますます私達の心岐路ずんできた。9時55分に片浦につき． そこから野間岳

の頂上を目標rC登りはじめた。長い間段々畑の間をぬって杉林の中へと進んだ。そこを通りぬける

と．まぶしいほど銀色に輝いているススキ原へ出た。このススキの癌も後にはツツジなどゐ低木．

マツの揚樹林を経て最後にはシイノキやカシの陰樹林となるだろうか。そこで足を止均．吐るか向

こうの煙をふいている桜島．その場に連らなっている澤葛の峰を夜がめた。

へ合目あたりで急を坂にかかろうとした時アサギマダラという美しいチヲウを見つけ男子部員は網

をもって後を追ったが大空を自由に飛びまわるチョウl′Cは勝て加、つた。点上略近づくにつれて，

大きな岩が多くなり暖帯林の落ち葉ですべる適を軋うようにして登り．ついl′こ票上に着いた。」司
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は頂上の大きな岩の上にのり，南には竹島． 硫黄島．北には紫鳥山． それに吹上浜の砂丘が白い美

しい曲線を描き．西には東シナ海を′ミックに野間池の米軍基地が見えた。 岩庭立ってそれらををが

めてレ、るとつくづく，高い所に登ったとレへう実感が湧レ、てきた。

先にのぼったN君たちが頂上でメスアカムラサキをとり逃がしたといって騒レつでいたが． やがて

昼食。2時間ぐらい遊んで14：00に頂上をあとにした。

登りはまちがった道をのぼったが． 帰りは案内役の岩元先輩の欄でほんとうの道を下り． 野間

神社に向かった。こんどの道は． すすき原はなく雑木林だ。 そこの木の根もとにシ′ロオニタグとい

うキノコを見つけ採集した。神社に着いた。 先雫の話祀よると2月何日かはこの神社の祭りがあり，

出店なども出てにぎわうとレ1うことだったが． 社は古ぼけて傾き． 戸などははずれてレ、てとても陰

気だった。境内にはアサギマダラがたくさん飛んでいたので男子部員はそれを迫レへかけまわしてレ1

た。神社の裏のすすき原で． ナンノくンギセルを採奥。やはりこの辺で，ヘビをつかまえて． ふりま

わして遊んでいたが，あとでマムシとわかって肝骨ひやした． 半ころLにして． ピンセットで口を

こじあけると歯やきばが見えた。 そのきばをもち上げると液が出てきた。 その液の中庭毒をもって

いるということだった。それはビニールの袋に入れて． もち帰っね

神社を3001明電ど下ったところに． 大きな碧があり． その下に水が湧き出てレ1た。 そこでのど

をうるかし元気を・コ′ナて登り口へと急いだ。途中，先を歩レへていた男子部員2人が道を受ちがえ，

ひきかえすわけにもいかず，やぶをかき分けながら． みんなのいる道に上がってきた。 しばらく行

くと．登りに通ったすすき原に出た。

走ったり． 歩いたり． 中にはすべろたりして1d：10に登り口に着いた。

16：38のパスに乗った。 みんな疲れた様子だったがパスの中はゆっくりしていた。 まるで私

達のための貸切バスだった。

17：45に加世田に着き． そこで解散した。

○主な採集品

昆虫：チャバネセセリ（多い）イチモソジセセリ（多い）アゲハチす． ウ（普通）キチョウ（普

通）ムラサキシジミ（普通）ウラナミシジミ（多い）ヤマトシジミ（多い）ルリシジミ

（多レ、）アサギマダラ（多い）ツマグロヒョウそン（多い）キクテハ（普通）ルリグテ

ハ（普通）7カタテハ（多し、）メスアカムラサキ（少の）ヒメウラナミジャノメ（普通）

ヒメジャノメr普通）ホタルガ（少い）フカマダラセンチコガネ（1豆自）

植物：ヒヨドリノくナリンドウクズママハッカキンミズヒキゲットウトベラツル

ソババクサソポクイクビカズラシブウペソノキサカキシロダモモクレイ
シr
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マムシの解剖図

19占1年19日11日野間岳神社で中田昭徳君が裸像した娘を森昭輿君が解剖し一日夜浸標本を

；≡里∴i三物￥軋浣青して奉る。

だては雌たつJ、、空タ． て甘治癒のこうすをみたいものだ。 この図は1年の平下律子さんによる。
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北　海　道、を　辞　し　て

39年率岩元豊和

暑さはまだまだこれからとレ、う渡児島をあとにして．私が北海道へ向ったのが19d4年の7月

14日． ひろんレ1まだかつてその他yC足を緒み入れたことのない私にとって． 北海道は全く未知の

土地であり．広漠たる原野． スケールの大きな景色，海たらぬその大地に影を落とすという太陽等

鹿児島とは段違いの先入感が私の胸に大き夜期待を抱かせ，何かえも知らぬ喜びを感じさせた。

三日三晩汽車にゆられっぱなしというの枚決して楽を掃ではなかった。 しかし青海空路船よ如ヒ

海道の入口たる函蝕て障りたった時，「つレ、佗ブラキストン線を越えたか．／」という私の「人言は．

その痺れをも∵遍に癒していた。

私がここまで足をのばした目的は，根室支庁春別のPllot苗10rmに劇する酪農実軌であった

のであるが．それは私の学部（水産）には全く無関係の事であり． ‘又ここまで来るための一つの口

寒にすぎなかった。むしろ観光とその途中での昆虫，植物の撰集が真の白的であったと言っても差

し支えあるまレ1。

私は自分の実習喪家rCつレ1たその日． きっそく加高生物部よりかりてきた昆虫採集道具を取り出

しそこら一醇を視察がてら歩き回った。 7月とレ1えば鹿児島ではすでゲC色々を蝶が飛びかってい

るが，北海道は流石に寒レ1。夏服では震え出すような気候の中に，蝶の姿を殆ど見かけなかったバ

は当然の事かも知れない。だが寒いとはレ1ってもやはり夏．昼間太陽が頭上に昇ると暑くなる。 イ三

日目だったううか．トラクターに乗って牧茸畑佗向う途中． 一匹の珠がその前を横切ったのを私は

見逃さなかった。れっきりと確認はできなかったが，その色． 大きさからしてベニシジミであった

ろう。もしこれが隻事へ行く途中でなければ． 私は素手ででも奴を追っかけたに達し1なレへ。・

ウラギンヒョウモン． モノキチョウ． フタスジチョウ． セセリ等が現われだしたのもその頃から

であった。鹿児島の煤と殆ど類似のものも多く，私がツマグロヒョウモソだとばかり思っていた蝶

が後で調べてみて，ウラギソヒヲウモソとわかった時． 捕えて来てよかった． と思ったもの磨った。

フクスジチョウ． ウラジャノメもしかり。

20日間の実習胡間ではあったが． 仕事の合間をみつけての昆虫採無比をかたか思うようにはい

かなかった。何しろ卸せ占噂前程床，夜は9時頃まで仕事で． 暇といえば昼食後の50分位しかた

かった。その間を最大限に活用するため，私は採集道具を家の中にしまってかかず，環外のすく頂

り出せる場所に潜めていた。うまくいけば仕事中の採集も可能だったからだ。

私が網を持って康を追っかけている時だけ托． 寒習幾家の人も私のことを昆虫先生と呼び． 愕かな

11ながらも協力を得た執Cは思わず苦笑いも出たものだった。 ・しかし鹿虫先生と呼ばれる所以は，私

が少なからず昆虫の名前を如。つていたからでHたく，何時もそれらを追っかけていたという事に原‾
′∴∴∵ニト
因があるだろう。

採集個体全部の中． ただ－個体コエ’ゾセミ（♀）壷採集できたのも．実習蔑家のおじさんの協カ
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を得たからである。

植物に関しては． 乾児島の草花の名も知らをレ1私が． 北海道のそれなど知る由もない。

採集しようと思えば相当多くの植物を採集しえたであろうが． 結局はそれらの一種類をも採集せ

ず府這て来た事ぬ．今思うと全く惜しい事であった。

PFでの実習が柊ると私は「人で北海道巡りの旅に出た。 阿寒湖に行く途中の時で． また清いた

所で私はクテハチョウやスジグロチョウ等何種類かの珠をEにしたが，国立公周とレへう名におされ

て網を取り出す事に気兼ねしたため． イトトンボ一顧を媒染するに終ってしまった。 こういう場所

FCかレ1て比速度するのが採集者たる者の丘すべき行為ではあろうか…‥・・・・・・。

汽車が林の中をぬける時も私は幾種類もの蝶をみた。 しかし列車の上からじゃ手の出ようはずがな

い。視覚より飛び去る疎を私はことごとく見逃言わばならなかったeそれらの中には鹿児島でもよ

く見るカラスアゲハもいたよりだったが・・…‥｝・・○

屈斜路湖や摩周湖それ轄層雲峡などと見学はしてみたが． それを最も簡単rCまた最少限定の軽

費がことどめるには定朝バスを利用する他枚を（．そのため観光旅行中は採集のための時間を持てな

かったのは残念であった。

時間長をみつめながらの「人乳無事終えて函館より北海適確別れを告げたのが8813EL珪

児島を発ってからすで佗ひと月経っていた。

襟懐を絶するようなあの雄大をる景色は全く賞謀の言葉もなく． ただひたすらに驚き，感慨探く

みいったものだった。

そして． その景色全体を一度にみようと思うならば，苗をみつめて網掟にそれらを霞める他はな

しへであろう。

それ．程の自然の中に生息する昆虫も． きぞ多種レつることであろうと．私は僅かを採集個体をみつ

めては，諦めきれぬ気特のまま北海道をあとにせねばならなかった。 （慶大水産学部1年）

採泉晶日録（19d4年）

0コチャノくネセセリ（2古谷）7月25日モソ津チョウ（2重白）7月248，7月25日

ベニシジミ（2古谷）7月25日‾ヒメシジミ（2省令）7月25日．
（1♀）7月25日

ウラギソヒョウモノ（1省）7月25日フタスジチヲウ（1谷）7日25・日

ケラジャノメ（13）7月24日キコラダラビカゲ（1盛り7824軋7日25日

0ヒメウチスズメ（2頭）7月28日，オナガミズ了オ（1♀）8月5日

エワバンミョ．
ウ（1匹）7月2‘5日イトトンボの「種（1匹）8月9日阿寒湖

以上の採集地北海遺根室中春別（ナカシュンペソ）標本は本校生物室保存

屋久島での二週間

39年卒　中　田　一　牽

19占4年8月18日． 1．4時5分，鹿屋高校卒の上官，永吾両君と不淡卒の司書君と私の皿名
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は．宅久島安房港に立った。 娠蛾の採集が主な目的である。 好からの上陸． 一連の酎こ写る物など

から．旅行案内記等で想像していたのより． いきまか失望した。 それでも． 安房川の水の青も安

房′j、前のアコクの木の異様さ等，素朴と言うか，レつかにも南国に来たと言う感は－しかであった。

その日は．安房公民館に泊り． 翌日小杉谷（70〔「仇）に向け出発，川の水は相変らず青く，ぎっ

しりつまった山々の木々の歓迎管受けながら． 採集する。 小杉谷の部落に近づくにつれ． 名高い屋

久島杉も日に決る構成を少．原始林を碩酎こ． 1dKmの軌道を歩き夕方部落rC着く。

一ケ月に35日雨の降ると言われている屋久島FC去月ハては最初二日間は上天気であったが2日小雨

が降り出した。この日成々は． ウイルソン株と言う，根廻り327花． 直径dmもある（伐採後200

年）．馬鹿でかい屋久杉の努株を見に行った。 途中屋久杉が天rCそびえ． 二歳杉，三歳杉なんて言

う杉が．加世田附近のそれより，よっ程大きく時の長さを感ぜず佗枚． かれ夜かった。 此辺枚今膿

んだ伐採が行なわれていたが，周囲の山になんと立枯れの未の多レ1ことか． まるでほっぼり出して

ある感じを受けた。

立枯れと言っても若杉が枯れているのではなく，古木のそれがである。

15日． 宮之浦岳まで往復5dKmを歩く。 軌道を出て． 山道に出た時は． 実際空気がうまいと言う

感じがした。又花之江河の景色では自然造の美しさrC打たれ． 人のちっぽけ書を思わせ． 本当に来

て良かったという思い老いだかせた。 ここを中心に上下． 山道付近にヒョウそ：／エダ1／ヤクが多産

していた。緑． なに多くの蛾を見たのは始めてだった。

身丈もあるヤクシマネザサrT）の中と． 空耳の中を進んだ為下半身はびし上ぬれにたり． 宮之浦

島（19357花）の頂上に着いた時は． 寒さに震え． 雲の為景色も見えず． すぐ帰途だついたのだ

った．でも31日h歩レへた事は大きを自信になった。 14日には叉安房まで1dKm歩き（もちろん採

集の為）15日にバスで南方の粟生確行く。 旧盆の日で． ネプトをふるのは一寸と気がひけた。 小

杉谷小での床にくらべ． 此所での畳は最高だった。 しかし粟生川は安房川より青くなくただ普通の

大河（†）と言う感しか与えてくれなかゥた。

プッゾウグ．サノダンカも南国的色彩で私の臼をひく。 ツマベニチヲク． クテハモド幸． 了オスジ

アゲハ．ナガタキアゲハ． ウラギソシジミ． キチダウ観雨間を見ての採集とは言え貧弱だった。

17日思う様を採集も出来ず佗ここを立つ。 中間部落でガジュマル倉見で． びっくりしたがそれ以

上に，ここでカバマダラの多産しているのを発見して喜んだ。

この目の午後から台風の雨で． 尾之問． 嚢生．安房と．ほとんど採集出来ないまま． 宮之浦に薄く。

垣久島高校の宿直室に泊めてもらいここを根拠地として喋集する。 がし示し残念ながら崎とんど雨

で採集できず」船も台風の為十乱以上も欠航になりてレ、た。 標本の整理をしたり． トランプをした

りして気をまざらわしでレつても不安はつのった。 それに拍車をかける碩確食料も乏しくなって来た．

雨間での採集で吐∴クスイロコノマ． タテハモドキ． メス了カムラサキ． 藻後の日に上官君がリュ

ウキュウムラサキなどをネットに入れた。 町枚宵之浦川の両岸にありて，ここのカー‘バイト工場の

大きいのには驚ろレヽた。

25日輪が来た。 髭児島港に23時50分に入猟ほっと的をなでた。 （褒大鹿学部1年）
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思 い　出　の　記　　卒業生

3年生駒正

私が塗物瓢て興味をもちだしたのは一年の一挙項も末のことでした0その頃． 私とA君は一軍二

組誓花園の孫をしてレ1ました。二人で「どうせ係になったからには一生層釦Cがんばって花園を俺

の学級のそれよりもきれいにしよう」と言って，川に行って手ごろの石をもってきて花田の周囲に

書いたり．放課後花岡の草を敬ったり． ・生物部に行って花の苗をもらって植え揖りしているうちどこ，

レ1つの間にか入部していました。

入部してから今までの楽しかった上とと言えば，．一年の三尊胡忙大浦の亀ガ丘に登ったこと。

実を‾言い受寸と．この登山は生物部での最初でかつ最後の登山でした。

今考えて軋ると．時の流れというものはほんとうに早いものです。 レつつの間にか三年間を過ごして

しまのました。その軋これと言った事は何もやってレへなレへのが今さらながら残念でなりません。

3年中村万里子

先日磯問山rC撰集rc行った。 最後の採集だった。 ふとどしの六月に来た時と少しも変£）っていな

い。山はあいかわらずそびえ立ち鰻々しかった。

ただ一つちがっていたことふそれは以前来たときよりさびしい気棒だったことである○

とうとう最後の山登りかと思うと碧の一つ一つがとてもなつかしレ1ものrC見えてくる。

思えばこの3年間，あきっほい私がたとえ名前だけの部員にしろよく厚がおちついたものだ。

私の高校生痛は生物部に始まり生物部に終ったとlハっても言いすぎではないだ，ろう。

これといって特別な調査や研究をしたわけでも盆く毎日毎日生物室に来てはむだ話をして帰るだけ

だったのに卒業を前にした今．部での思い出が灰から次へと思レつ出されるのはなぜだろう。

1年の項はよく遊んだものだった。・

休みのたびに山に行きよく家の者にしかられたこと。夜かそくまでシャーレを洗った文化祭

たった5人の一年生だったがほ八′とうに楽しかった。

2年度なり先生方がかわられ新入部員も私達の澤と採比べ事のに走らを叫ほどふえ部活動も一日一

巳と群舞したものになっていった。この頃の思い旭は「まのせオ1号」が出きれたことである。

チョウの喋集に夢中になりだしたのもこの項である。

ち亘になったらほとんど部活動にはタッチしなかった。3年生枚貫禄をつけるためにもあまり小さ

tハことには手を出すべきでないということを先輩から潤いでハたから。

生物部にはいって本当yC，よかった。その一軒かげてこ．の5年謀を彙しぐ㌻こし．今叉満足夜気特で卒業

だきることをほんとうにうれしく思う。
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磯闇山維管束植物目録

シダ格物

リュクビユ′メイ科

リュクビノメイ

コグッノブ科

コウヤコケミ／ノブ

へゴ科

へゴ（稀）

シノブ科

シノブ

クマシダ

オシダ科

ホンダ

カツモウイノデ

オニヤブソテツ

へラシ′ダ

ヨゴレイクチシダ

ゲジグジシダ

オリプルシダ

チャ七ソシダ科

トラノオシ′ダ

オオダニワクリ

ウラボシ科

オオイワヒトデ

でリノホクリバラン

タカノハウラボシ

1・メ‘∴丁

ノキシノブ

クリバラン

ヌカポシクリバラン

ヒトツノく

イワヒメワラビ科

フモトシダ

イシカグマ

ワラビ科

イワガネソウ

メチシノブ

ワラビ

オオバノイノモトソウ

マツザカツダ

ワラビ

ホラシノブ

シシガゾラ科

オ才力グマ

ハチジブウカタマ

ウラソロ科

コシ′ダ

ウラソロ

カニクサ科

カニクサ

ゼンマイ科

七㌧′マイ

スギナ科

スギナ

ヒカゲノカズラ科

ミズスギ

トウゲヒバ

イワヒノく科

グチタラマゴア

カタ．ヒノミ

イワヒノく

ブイリイワヒノく

マツノくラン科

マツノくラユ／

ー65－

頗問佐方敏男

増子植物

裸子檎物

マキ科

マキ（イヌマキ）

イヌガヤ鞘

イヌガヤ

てツrキ

クロマッ

スギ科

スギ

裸子植物

双子茶植物

ドクダミ科

ドクダミ

コショウ科

フウトタカズラ

センリョウ科

セソリョウ

ヤマモモ科

・アマモモ

ブナ科

ソプラノイ

ーアカガシ

イチイガシ

アラカシ’

ウラジロガシ・

マテバシイ

クヌギ

コナラ

アベマキ

ニレ科

エノキ
ー－Pq‘



クワ科

ツルコウゾ

カカツガこし

イヌビワ

ホソバイヌビワ

アカジクホソバイヌビワ

イクビカズラ

ビメイクピ

イラクサ科

ヤブマオ

ヤナギイチゴ

イワガネ

ハドノキ

オオサンショウソウ

ヤマモガシ科

ヤマモガシ′

ビヤタダソ科

カナビキノウ

がロポロノキ科

ポロポロノキ

ビノキパヤドリギ科

ヒノキバヤドリギ

ツチトリモチ科

キイレ∵プチトリモチ

カン∵アオイ科

サツマアオイ

ウマノスズグサ科

オオノくウマノスズグサ

タデ科

ツルソバ

イヌタデ

ヒユ科

ヒナダイノコヅチ

キンポウグ科

セン‘ェン′ノウ

コノヾ、ノポタノブノレ

ウマノアシ′ガタ

シマキツネノポタ． ソ

アキカラマッ

チダマキ科せ
吏ン九・
ヒメクズ

ツブラフジ科

ミヤコジマツ、ノラフジ

コウシュウウヤク

丁オツゾラフジ

ツゾラフジ

ハスノバカズラ

アケビ科

アケビ

シ’ロノくナアケビ

ミリノミアケビ

ムぺ

モクレン科

カーガタマノキ

マツナサ科

サネカズラ

タスノキ科

了オモジ

クスノキ

ャブニアケイ

ノヽマビワ

カゴノキ

カナクギノキ

ーヤマコウバシ′

‾アオガミ′

タブノキ

シロダモ

グシ鎚

タグニグサ

エソゴザク科

ムラサキグマン

7ウチョウノウ科

ギブポク

アブラナ科

ナズナ

タネツケバナ

モクセ／ゴケ科

モクセン′ゴグ

ペソケイソウ科

ツメレンゲ

ハママユ′ネソグサ

アジサイ科

コガククツギ

イワガラミ

クツギ科

マルバクヅギ

トベラ科

トペラ

マンサク科

イスノキ

シモツケ科

コゴメイワガサ

ノくラ科

キソミズヒキ

ヘビイチゴ

ダイコソソ　ウ

キジムシロ

ニオイイノくラ

． ノイノくラ

チリハノイバラ

アユイチゴ

ヒメバライチゴ

ナガバモミジイチゴ

′、チジ弓ウイチゴ（土井氏）



グミ科

ヅノレグミ

オオノくグミ

ナワシログミ

アキグミ

アカノくナ科

アカバナ

アリノトウグサ科

了リノトウグサ

ウコギ科

タラノキ

キヅタ

カクレ′ミノ

ヤツデ

セリ科

ツポクサ

ミ　ツパ

オオチドメ

ヤブノラミ

ウマノミツバ

ミズキ科

－アオキ

クマノ　ミズキ

ハナイカダ

イチヤクノウ科

マルミギソリ　すウゾウ

ツツジ科

でマツツジ

ツクシ・、アカツ　ツク
●

シヤシャンが

ヤブコウジ二鎚

タイ　ミングチパナ

マン′リ　ョウ

ヤブコウノ

ツルコウノ

イズセソリヲウ

サクラノウ科

オカトラノオ

コナスビ

モロコシソウ

カキノキ科

ヤマガキ

トキワガキ

ハイノキ科

ミミズバイ

クロキ

エゴノキ科

エゴノキ

モクセイ科

マルバアオダモ

ネズミモチ

フジクツギ科、

ホウライカズラ

リンドウ科

ツクシリンドウ

寺，ウチタトゥ科

サカキカズラ

テイカカズラ

ガガイモ科

「ンロバナカモメゾル

キジョラン

シタキソウ

ナス科

ヒヨドッジブウゴ

ムラサキ科

ノ、ナイノくナ

クマツゾラ対

ムラサキシキプ

ヤブムラサキ

ー研一

アマクサギ

ハマクサギ

シソ科

キラン′ノ　ウ

クルマノくナ

ヤマハプカ

ヤマジソ

アキノグムラソ　ウ

ニrノくノダツナミソ　ウ

モモイロコパノダツナミノウ

ゴマノバクサ科

トラノオスズカケ

トキワハゼ

ハマウツボ科

ナン′′く：／ギ・セル

イワタバコ科

フナシ′イ　ワギリソウ

イワタバコ

キツネノマゴ科

キツネノマゴ

ハエドクノウ科

ハエドクソウ

オオバコ科

オオノてコ

アカネ科

ダニワクリノキ

アリドオシ・

ヒロノヽコこ／ロン′カ

ヤマムグラ

クチナシ′

サツマイナモり

へクソカズラ

シラクマカズラ

ミサオノキ

アカネ



ドラサ

ンJ＼ワロクイチゴ

クマイチゴ

Jごウキュクパライチゴ

サクラ科

ヤマザクラ

リンがク

バクナノキ

ナシ科

マルノくシャンノくイ

ネムノキ科

ネムノキ

マメ科

ミ／ノくノへギ

ミソナオシ

ヌスビトハギ

ノササゲ

ヤハズソウ

キハギ

マ刀′パパギ

サツマノくギ

ナンフジ

クズ

グソキリマメ

アウロノウ科

ゲンノショウコ

カタバミ科

カタバミ

ミカン科

でツカゼソウ

ウラースザンショウ

イヌ’lfソショウ

ナン∵ンヨウ

ニIJ、∴こ←

ニガヤ

ヒメハギ科

ヒメハギ

トクダイグサ科

エノキグサ

グトウダイグサ

アカ　メガシ′ワ

ヤマアイ

コミカンゾウ科

力二／コノキ

コノマン′ノキ

ヒメユズリハ

ユズリハ

アオジクユズリバ

ウルシ科

ヤマハゼ

ヌルフ‾

ミツノくクツギ

ゴソズイ

シ曹ウペソ　ノキ

モチノキ科

クロガネモチ

ニシキギ科

ツノレクメモドキ

ニシ′キギ

オオコマこしミ

マサキ

コクテンギ

ブドウ科

ノブドウ

キレ′ハノブドウ

ウドカズラ

ブカミノヤブガラシ

エビゾル

鴫廊－

ホルトノキ

コノて：／モチ

ホルトノキ

アオギリ科

カラスノゴマ

アオイ科

ボンテンカ

ツノくキ科

ヤブツバキ

サザン′カ

サカキ

ヒサカキ

ハマヒサカキ

モッコク

マククビ科

サルナシ

ナシ′カズラ

オトギリノウ科

オトギリソウ

スミレ科

タチッボスミl／

づ／ロバナメチッポスミレ

アカネスミレ

．スミレ

ナガバクチッポスミ　レ

イイギリ科

クスドイゲ

キブシ科

キブシ

こて′キキプう′

ジンチョウゲ

コツヲウノキ

コガソピ



ギフクシンカ

カギカーズラ

スイカズラ科

コックバネクツギ

キダチエン′ドゥ

スイカズラ

ソクーズ

サンゴジュ

ガマズミ

バクサソポク

オミナエシ科

オミナコニシ・

オトコエシ

ウリ科

キカラスウリ

キキョウ科

サイコウシヤジン

ツルユニ／ジノ

ヒナギキョウ

キク科

ヌマダイコソ

キッコウバグマ

ヨモギ

シラヤマギク

ヤブタ′くコ

チョウセソノギク

ノマアザミ

シロノくナノマアザミ

ノアザミ

イズノ、ノ、：コ

クスベここガナ

ヒメソフォノ

アレチノギク

ヒメ　ムカシヨモギ

べニバナポロギク

ツワブキ

ババコグサ

チチコ　グサ

アレノノギク

ニガナ

ヨ　メナ

ムラサキニガナ

シュウプン′ノウ

アキノキリニ／ソ　ウ

ヤクシソ　ウ

カ． ニク　ビラコ

フキ

単　子　葉　槙

イネ科

アオカモジグサ

ヤマヌカポ

コブナグサ

トダシ′ノく

ヒメアプラススキ

ヤマカモジグサ

チガヤ

ササクサ

アシポソ

．ススキ

トキワススキ

ナルコ　ビエ

スズメノコビエ

イタチガヤ

カヤツリグサ科

イワカソスゲ

サトイモ科

マムう′グサ

ナンゴクウラシマゾ　ウ

ムサシ．アブミ
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ツエクサ科

ツユタサ

ヤブミ　ョクガ

イグサ科

スズメノヤリ

シュロソウ科

ホトトギス

ツルがラン科

ソクシ′ン′ラン′、

キキプウラン科

キキョウラン

ネギ科

ノビル

ヤマラッキョウ

ユリ科

コオニユリ

ツルが

ヤブラン科

コヤプラン

ジャノヒダ

サルトリイバラ科

サルトリ　イバラ

サツマサニ／キライ

ヤマノイモ科

ツクシクチドコロ

ヤマノイモ

カエデドコロ

オエドコ　ロ

シヲウガ科

クマグケラン′

ハナミ　ョウガ

ラン科

ヒナラン

オキナワチドリ

ムギラン

マメゾダラン



キリシマエビネ

エビネ

ヒロ／、ノカラこ／

キエビネ

キンラン

ナギラニ／

シ⊥ンフニ／

セッコク

カキラン’

イソマカキラン

ミヤマウズラ

コクラニ／

フウラノ

ガンゼキラノ

ホシグイラン

オオノてノトンボノウ

ネジノくナ

イ　イ　ヌマムカゴ′

附録の癖－－F本日録紘1958毎7月

のプリ／トを訂正追加し388種類を記

載したものである。まだ不完全なこの琶

録を公共する理由は灰の3点にある。

1． 加世田市概光地の磯開山は植物学

上興味探く注目きれてレつる集塊碧の山頂

をもつ低山でその植物日銀は勿論万之瀬

用以南地のそれも発点されたものがない。

Z． 今後同山の更yこ詳細を櫨物儀の浮

彫りを出すまでのプレリュードとして－

i．Eこの目環だけでも発表してかきたい0

5． 不完全丘ものでも発表してかけば

これを踏み台l′こして筆者自身はもとより

識者の訂正追加など自由に行われやすの。

＝）中
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1．テクセノノギク（刃． 20，1948採晶）

2・リュウキュウチドリ（Ⅴ． 5，1951採晶）

3・ヒロバコソロンカr田． 31，1948採晶）

4．コゴメイワガサ（Ⅴ． 5，1951採晶）
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‥ヒヨドリとあふちの話悼

顧問　福　田　晴　夫

本校のシンボルともいえる“あふち”（センダン）の大木は私の部屋から良く毘えるので． 見る

ともなしγこ2年間眺めてきた。 1年目は別に大した変化もなく，花を咲かせ実をつけて葉が落ちる

というたんたんたる生活をしているようrこ思われたが． 睦年から今冬にかけてちょっと気にかかる

現象がかこった。

おもえば一癖年（1963年）捜台風もなく． わがあふちは冬空にひろげたこずえの端々rC黄金

色の果実をいっぱいつけていた。 まき町豊作である。 しかし．． この寒もやがてヒヨドリヤツグミが

群をなしてついばみに来るように怒るだろう。 私はこのあふちの古木と共にその日を心待ちにして

いた。ところが． 19d3年が暮れ19占4毎の正月がきても彼らはやってこなかった。 そして．

とうとう2月下旬の卒業式． 私はカメラをかまえて． 金かなあふちのみのりをバックに卒業生たち

を何故か写してやった。 校庭のセンダソの寒にはいつもヒヨドリがやってきて． それを空気銃でう

ち落すという風景は良くみかけるものだが． この年のその時期は3月にやっと到来した。 そうかあ

の風景はこんなにかそい時助のものだったのかと私はその時思った。 ヒヨドリヤツグミの仲間はい

っぺん来るとその後は連日姿をあらわし，4月にはさしもの大豊作の果実もすっかり片づレつて． 彼

らは校門わきの小さなセンダンの木をねらったり，講堂前のクロガネモチの赤レ1実に移ってやたら

とふんを落していた。 そして． その中に消化不良物として混っでのたあふちの種子は．． 校庭のちり

として私が担当しているクラスのちり焼き場忙あつめられ． 花だんのたい把にされると，しきりに

′j、享を育レ1芽をふいて除草作業のやっかいものになったのだった。

夏が過ぎて秋が来た。 昨年？ あふち枚強い台風のために無残を姿rこなったが． それでもかなりの

果実がついていたので私は安心した。 また3旦rCなればヒヨト’リたちがやってくるだろう。 そして

新しく購入した双眼鏡を使えば． 一咋年わからなかったツ・グミらしい鳥の種名もわかるはずであっ

た。：スグミとヒヨドりの餌場をめぐる時間的なすみわけを休み時間ことに記録できるだろう。 とこ

ろが，脆秋かどろくべきことがかこった。 10月23日の10－11時頃にヒヨドリが4羽も、やっ

てきて．まだ完熱していない果寒をつつレ1ているではなのか。 次の日から彼ら紘遍目やってきたし

数もふえた。そして． ほとんど朝からひるすぎまでここにレ1るようであった。 またたくま忙果寒の

数は減り．12月には食べるものがなくなったが，まだヒヨドリ紘やって来た。 ついに，あふちの

下にあるカイヅカイブキの緑某間にまでは入りこんで． そこにひっかかっているセンダソの寒まで

食べたのである。 1日にはそれもたくをった。 それでも物はしそうにしょんぼりと按に止ってレへる

ヒヨドリをみる日が多かったが． 近頃はさすがにあきらめたのかほとんど姿舟みせをい。 1きた，今

冬のツグミのこのあふちへの飛来数はゼロということになった。

これはどういうことであろうか。 咋年は台風がきたりして，山の木の実がすくをかった十げ＼1
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、J
やばでと10月に人里までやってきたのか。 それとも，昨年の、冬が暖かだ云たこことと関係があるの

だろうか。1もっとほかに“渡り”夜どの複雑な関係があるだろうか。 いや．それとも昨年が正常で

一E七年が異常にかそすぎたのか。レ1ずれにしろ．1本のあふちの一生にも色々なことがあるものだ

在と感心してしまった0

000000

1月25日といえば酷日のことだ。 再甘木所用をひろげたら面白い記事が呂についた。 見出しは

三投ぬき“野菜被害は二千万円”“蜘絞郡． ヒヨドリに五ヰあげ”食のあらきれたキャベツを持

った農夫の写真まででている。
塘喫郡と示えば私の郷里である。 記事を読むと“キャベツや白菜．

それにナクネ．麦などを片っぽLから’’“農林嘉務斉で繍汚猟友会からの申し出であわてて実態調

査だ乗りだした”．‘収奪皆無の煙がE立つ’＝‘人家から遠くはなれた畑ほど被害が大きレつ’’“志布

志町では・「麦が5トン．ナダネが3トン，野菜が45トンほど鳥に食べられた」’‥‘「こんなにヒ

ョドリに荒されたことは珍らしい」と幾林事務所では語っている”． ‘ヒヨドリが保護鳥だったこと

が災いしたわけだ”などなど。そして． ・折も折．その日のNhKテレビのニューズでもこのこと

が報ぜられた。さらに． 今日1月2d日の南日額ではとうとうバン㌧ダーが退治にのりだしたという

記事が写真入りででた。

革はつい先日の正月を一一年ぶりに自宅で過してきたが． 母が家庭菜園のキャベツがコジュケイ化

食べられてしまったとこぼしてい程のを思いだす。 そゐ時は． 農村に猟をするような人間がすくを

く在ったことや．コジュケイvCは有力を天敵がいないことなどを話しておいた。 また．弟が昨年は

ほとんどいなかっモメジロが．今年はいやyC多いといってよろこんていたことも気rCなる。

さて，ここまで来ると． 新開記事，自宅での正月のこと，本校のあふちでの出来ことを結びつけ

てみたく在る。まずオ1の問題は鞄殊郡地方の野菜の害の伺％が本当にヒヨドリ忙よるものだろう

かとレ1うことである。こころみに保育社のn夏色鳥類図鑑」（′J、林，19d3）をひらいてみると，

ヒヨドリの食性として‘‘南天の実や椿の蜜を特に好む”とあり，昨年県理協から発行された「鹿児

島の自然」によると“度児島県の鳥類”（川吼19d4）の中に“主食は野生植物の実でクス，

ヤブニッグィ，ナノテン．センダソ． サカキ，ヤマモモ． サクランボなど嗜食する”とある。 野菜

教食べるとはでていないのである。 しかし． 2年生の森昭典君によると野菜のまわりKと． りもちを

止かけてヒヨドリがとれるとのことで． この鳥の菜食性は決して珍らしくないというクしかし勒吸

那地方でヒヨドリが野菜を大量に食べたのは． き餓状啓にかちレへった動物が示す異常な現象とも考

えられる。こんなこと吐ほかの動物でも珍らしいことではない。 それでも． 私の自宅七は． 母によ

ると．キャベツを食べたのはコソュケイであってヒヨドリではなかった。 ヒヨドリだけでなくメジ

ロもコジュグイも今年は多いらレレ1のだ。いったい，山林に食物がすくをかったから野鳥が入超rこ

でてきて目立つのか．本当に鳥の個体数が多いのだろうか。

灰に． ちょっと新開の最後の記事に文句をつけたレへ。 “ヒヨドリが保護鳥だったことが災いした

こつけだが”という。バン′クーがいても∽なくても，あふちでみれば一掘七年と昨年と披こんなにちが

うのだ。‘‘保護鳥”だからといって本当に保護しようとレ1う人がいったレへ幾人いるというのだろう。
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保護鳥であることすら知らない人の方が多レへではないか。 実申私も知らなかった． ／あの記事を正

直によんだ人はヒヨドリをにくレ1と思うだろう。 もちろん薙作物に対する鳥の害は防除しなければ

ならた∽が．これでは日本の野鳥がすくわれない。 日本の自然に対する一華との人々の愛情などおば

っかをレ1では走いか由良林事務所があわてて実態調査にのりだしたとい記事が出た翌日に捜． も

う，銃をかまえたハンターの写真がでてレ、る○もっと良く調べてもらレへたい。一毘．役に立たない

よう套科学的な基礎的調査をかねて確実にやってかくことがどん夜に大切をことであるか，そして．

現代の日本にレ1かにそれが欠けていることか。

それはそうと，このヒヨドリ振動の陰で糸を引レ1てlハるのは何ものだろうカも何がヒヨドリの個

体数や行動周をあやつっているのだろうか。 生態系とか，食物連鎖とれエネルギー交代とか． 渡

りとかいってみても何もわからないようrC思われろ。 あふちの実を丸のみにするヒヨドリ戚双眼鏡

をむけて“昆えざる糸”を書がそうとしたが． 寒々とした冬空がひろがっているばかりで何ととも

夜レ（ようであった。

0000000

自然界におこる色々か小さな軍象をちょっと記叙しておくと仲々面白いものだと思う。 小さな記

録のうしろlても複雑な問題が秘められてレつる。このようか小さな記録捜現代科学を辟成する基本的

な単位ともいえるのだが．．その記録をとる忙軋いつも“何故でけ（ⅦⅣ7）と・いう問を自然にむ

けることが大切だといわれる。 これは幼児でもやっていることで決してむつかしく枚をレ1。 しかし．

いつもⅦ1y？ だけでは小さな記鼻はかけないようだ。 むしろ“どうなってるんだ†’’rHowT）

とレ、う問のこたえを自然に求めねば走らをレ1。そして． これは寒咋むつかしのことである。 たずね

る方槙がむつかしの。これを十分検討したあとで． それに対する自然の等を正確に記録しておくこ

と′う；大切である。

短い雑文だからとレ1って軽くみてはならをレへし． 自分の報文の分量が少ないからといってひ下す

るには及ば夜レヽ。良レ1研究というのは貫数の多い“大論文”だけでなく，′J、さくても美しい芸術品

があるように，きらきらと軽くような良い短報があるはずだ。 私もそういうものを書きたいとレ1つ

も餌ってレ1る。そして，現代の忙しい高校生活の中で． クラブ活動を生物に求めた君たちにも． そ

うあってもらいたいと思う。 （19‘d5毎1月2d日記）

魚　の　本

r
19dO年に出た末広博士の「恥抽魚」（‾東洋経済）という“世界欄して魚妄見て河っ当1

所の記良”も楽しい読物だったし1962年に朝日新聞社から出版された「梅の紳士酎摘彗

虻読めた。だが．脆年の秋発行きれた内田博士の「椎魚を求めて」（磐波節亨）ぐらい迫力のある

本は少なレ1。魚の生活史というより．1人の魚類蛍者の，生涯稚魚を求めつづけた1人の人間の奄

粟した生活史がむしろ静かな言葉でかたられている。また．この中には爾薩の松ガ浦でとれるノ、ダ

ンポとレ1魚は脂生では．モレ1か，この問題はまだ未解決のままであるとでている。 （暗）
L叫－
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生　物　部　員　名　璃

了‾「‾‾‾　． 「l‾’・∴∴‾
山王氏名！ 住所

ll・一・l・・－1－l・一、一一一一一一1、一・一11－
5．2；生駒正湖狸訂肯′坂町六区

l

．

年中村亙星子玩世酢肯益山中′」、路

、2．11潮目昔清彦沌芭郡金峰喝甲津野

〝！ 森　　　昭「典

久米ノリ子

水流周敏子

元山正子

若松重吉

伊二束． 豊子

伊藤菟理子

届辻文子

永田寿葵智

清永茂子

鮫鳥照子

森　永 子
利

真

甫底一代

」二村信子

栗毛野とし子

泊田裕子

外囲供子

竹中法生

赤崎慶子

′　匝　崎　みつ子

乎下律子

志摩むつ子

′

　

′

　

く

、

　

J

．

．

J

L

 

l

中

　

里

　

学

　

識

　

長

田沼徳

中耳行

瀬潤子

招雪子

友佳子

日置郡金峰町官時

日l茸都吹上町議ガ丘

日置郡金峰町池辺

加世璃市津貫久木野

日置部金峰町宮崎

日置郡金峰町蔑

熊本県八代市徳淵町

加世田市万也小松原

日置郡金峰町中津野

日置郡金峰町新山

加榎田市万世′J、松原

日置郡金峰町阿多

加世田市武田

加世田市内山頸

加世田市万世大喝

日置郡吹上町伊作

加世田市川畑

加世田市万世′j、松原

加世田肯武田

加世田市地頭所

日置郡吹上町中原

加世田市川畑向江

加世田市万世小松原

日置郡吹上町中原．加世田市武田

加僅田市武田． 上ぐるす

日置郡金峰町阿多

日置郡金峰町呵多

（19d5．1．20）計51名

好′き　た　花

H／ヤクヤク

キブシ’

クコプカス

スノくラキシス

カス　ミノ　ウ

スイセユ／

ムラサキツユクサ

シラギク

ノレ　　ノヽコーく

スミ　レ

三色スミレ

サボテン

スミ　レ

アジサイ

スズラン

バラ

セキチタ

ノギク

シテユリ

スイセユ／

バラ

キク

マーガレット

l　コスモス

ノギク

バラ

ブッソウゲ

バラ

キク

ガーベラ

マーガレット
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氏　　　名

森慣朗

綻方敏男

住 所

壷
が
－
．b

p
－
T

福田

堀之内

暗

　

国岩元豊和

中田一章

加世田市武田

加世田市唐仁原

加世田市川畑向江岩城方

加世田市万世大崎’

川辺郡笠沙町片浦

加世田市万世′J、松原

迫　田　隼　人接口世野市万世′j、松原

i

：‾　一二　二．

：’：

i

好　き　を　花

ノてン′ノー

ぺ－ラノホア

夜の花

（在京）

（慶大水産学部1右三）

（姥大典学部1年）

（関西大学工学部1勾三）

生物部誌紹介〔追記）

大島高校の「mENS）は196時2月牙5号（20頁）が発行され，本校にも寄贈され

ていた0また「ラ・サール生物部短報」は同じく64年に3号まででているし，大口高校の「牛

院」は今年の2月矛か号がとどhた0加治木高校の「かじのき」牙2号も印刷中ときく。 （晴）

へ）一へ＼一／‾、、一一一・一（、、＿．ノr～、ノ〆＼－）一一′－ノ‾、＼／＼、、－／叫・、ノ＼へ一一‾＼1ノへ－叫／、、、一／（、、、′／－＼、－／一、＼！一・、－・・ノ〆、t＼／、＼ノバ、－ノ

あとがき

部員の協カセここに「まのせ」2号の編集が終り大変嬉しく思っています。 発行軋預定よりも大

分遅れてL慮レ増し彪；．私達部員ゐ一任問の活動の結集である本号吐創刊号に比べてページ数も多く

なり．内容も橿物． 昆虫など興味あるものを載せることができました。 また． 大学に行っている先

輩の方々からも原稿を出してもらし1． 顧問の先生方からは多大を御指導をいただきまして感謝にた

えません。 来寒もまた今回以上の傑作の出来ることを祈ります。

最後t′Cひと言。 今度の「まのせ」亨邑行に当りまして吐鮫島きんの活醗大で僕達の出る幕はありま

せんでした。 どうも． どうも。 （K． N記）

、一・一′－、一一一一1－－－′！、、．・‾＼－1－‾‾！’、一一・l・－－1、一一一・・・一一一一一1－、・1ノ・、l・・、－・・l＼・、ノ・、＋ノー、㌧－ノーt、＿ノー、－、一・・一一日・′＼－－
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表紙説明

薩摩半島西部におけるツマベニチョウの分布

ツマベニチョウ（ヨeもOnO池glauclprel・）は東洋熱帯に広く分布する世界最大の

シロチョウであるが，その分布北限は九州南端部に官で達し． 薩摩半島西部ではここに示したよ

うな記録がみられる。この分布地の中には，絶庇われ才フれが確認した新しの記銀も含まれてレ1る

の捜うれしい。ただ食草ギヨガクの分布北限（この図では省略）よりこのチョウの分布がやや帝

乙てずれてレ、るのは少し気になることで．今後の調査の良い問題点と走ろう。

飛しょう放放大でじん速，潰線の樹林をイブクに鮮かな紅白のコ／トラストをみせて飛びかう

さまは南国的で実に美しい。

鹿児島県立加世田高等学校生物部機関詰まのせオ2号

発行日：19云5年3月20日

編集者：永田寿実智・鰹島照子

！1j刊：酎児島青山下町75明かるい窓社（電②8335）

発行者：嘉妃品県加軽部市川畑加唯田高校生物部
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勺17繕うぼる

不倒’

密車

郎御重の叔緒

裏を

⊥建

言ツ！

、、サンギ也

ホIL自耳鼻

芸、巧言ウケい坦

フォ†十十日当
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